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全
国
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
数
が

減
少
し
、本
学
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
対
す
る
事
業
継
続
計
画︵
B
C
P
︶も
編

集
後
記
を
執
筆
し
て
い
る
現
在
で
は
レ
ベ
ル
1
と

な
っ
て
い
ま
す
。新
た
な
株
の
出
現
や
世
界
各
地

で
の
再
流
行
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
油
断
は
で
き
な

い
状
況
で
す
が
、後
期
か
ら
は
対
面
授
業
も
増

え
、以
前
の
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
と
も
感

じ
て
い
ま
す
。本
号
で
は
来
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
大
学
院
創
成
科
学
研
究
科
の
博
士
後
期
課

程
に
つ
い
て
の
紹
介
も
行
っ
て
い
ま
す
。新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
世
界
が
ガ
ラ
ッ
と
変

わ
る
と
い
う
体
験
を
し
ま
し
た
が
、世
界
は
常
に

変
化
し
て
お
り
、新
し
い
大
学
院
で
は
時
代
の
流

れ
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
幅
広
い
見
識
を
持
つ

人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。私
も
研
究
・

教
育
に
携
わ
る
者
と
し
て
、ア
ン
テ
ナ
を
広
く
持

ち
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

徳島大学基金 ～ご寄附のお願い～
徳島大学は、運営費交付金が年々削減される中、充実した教育研究環境と安定した財政基盤を確保するため、「徳島大学基金」を設置して
います。皆さまからご支援いただいた寄附金を基金として積み立て、学生の修学支援、国際交流やグローバル化の推進、教育・研究・社会貢献
活動などのため事業区分ごとに大切に活用させていただきます。法人、団体、個人の皆さまからの温かいご理解、ご支援を賜りますよう、よろ
しくお願い申し上げます。

　一口千円とさせていただきます。複数口のお申込みを歓迎いたします。ご寄附いただける場合は、下記お問い合わせ先
までご連絡ください。また、ホームページからクレジットカードやコンビニを利用したお申込みも可能です。

　徳島大学へのご寄附は、徳島大学が発行する「寄附金領収書」を添えて確定申告を行
うことにより、税制上の優遇措置を受けることができます。詳細は「徳島大学基金」のホー
ムページに記載しております。

お申込み方法

税制上の優遇措置

徳島大学基金 検索

「徳島大学基金」について、
詳しくはホームページをご覧ください。
https://www.tokushima-u.ac.jp/
contribution/

及川　紀幸　様　　　大住　満寿夫　様　　　奥　佐登美　様　　　笠井　秀明　様　　　河野　敏隆　様　　　高麗　　寛紀　様
小林　和重　様　　　佐藤　　栄作　様　　　田中　宏一　様　　　田中　　敏　様　　　西田　憲司　様　　　馬場　裕太郎　様
道弘　英俊　様　　　山尾　明日美　様　　　山口　勝己　様

三和プラントエンジニアリング株式会社　様

　2021年7月から9月までの間に、徳島大学基金にご寄附をいただいた皆さまのご芳名をご紹介させていただきます。ご
支援、誠にありがとうございました。

寄附者のご紹介

教育・研究に関する情報や各種イベントのご案内など、様々な情報をお届けしています。ぜひ、配信登録
をお願いいたします。配信先メールアドレス、氏名、本学との関係（卒業生、保護者、その他）を明記し、

koho@tokushima-u.ac.jpへご連絡ください。

上記のほか、公開を希望されない方6名様からご寄附をいただきました。お気づきの点がございましたら、おそれいりますが、下記お問い合わせ先までご連絡いただけますようお願いいたします。

〈個人の皆様 五十音順 〉

〈法人・団体の皆様 〉

お問い合わせ先 ・基金に関するお問い合わせ: 徳島大学基金事務局（担当：総務部同窓生・基金室） 電話 088-656-9981
・申込手続き、税制上の優遇措置に関するお問い合わせ: 徳島大学財務部資産管理課  電話 088-656-7037

徳島大学長   野地 澄晴
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徳島大学基金 / 編集後記

【教育・研究・社会貢献事業基金】プロジェクト事業や全学的な教育・研究・社会貢献事業、環境整備などへのご支援
【国際交流・グローバル化事業基金】留学、教員の海外派遣など、国際交流事業へのご支援
【修学支援事業基金】授業料等の免除など、学生の修学へのご支援
【研究等支援事業基金】学生、又はポスドク研究活動へのご支援
【学部等支援基金】各学部、先端酵素学研究所の教育・研究や管理運営、環境整備へのご支援
【古本募金】不要になった本、CD、DVDを寄贈いただき、買取金額を基金に充てます
　　　　　　古本募金の特設サイトもぜひご覧ください → h�ps://www.charihon.jp/partner/tokushima-u/
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本
学
は
、
平
成
28
年
4

月
に
常
三
島
キ
ャ
ン
パ
ス

内
の
総
合
科
学
部
、
工
学

部
を
改
組
し
、
人
文
・
社

会
科
学
を
中
心
と
し
た

「
総
合
科
学
部
」、
理
学
と

工
学
を
融
合
し
た「
理
工
学
部
」、農
学
・

生
物
学
に
基
づ
く
「
生
物
資
源
産
業
学

部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
令
和
2
年
4

月
に
は
、
そ
れ
ら
の
学
部
に
続
く
大
学

院
を
設
置
す
べ
く
既
存
の
大
学
院
総
合

科
学
教
育
部
、
先
端
技
術
科
学
教
育
部

を
改
組
し
、
4
専
攻
か
ら
な
る
「
創
成

科
学
研
究
科
修
士
課
程
」
を
設
置
し
ま

し
た
。
こ
の
度
、
そ
の
修
士
課
程
に
接

続
す
る
博
士
課
程
の
令
和
4
年
4
月
か

ら
の
設
置
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
、Society

5.0
、S
D
G
s
、
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
イ
シ
ョ
ン
、

A
I
な
ど
の
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
新

し
い
時
代
を
迎
え
、
そ
こ
で
活
躍
で
き

る
人
材
、
特
に
大
学
院
で
は
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
人
材
の
養
成
が
社
会
か
ら

強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
現

れ
る
課
題
を
解
く
た
め
に
は
グ
ロ
ー
バ

ル
な
活
躍
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
地
方

大
学
で
は
過
疎
化
や
地
域
産
業
創
出
等

の
地
域
課
題
を
解
決
す
る
人
材
養
成

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
は

今
ま
で
大
学
院
で
主
と
し
て
養
成
し
て

き
た
学
者
や
あ
る
特
定
分
野
の
高
い
専

門
性
を
持
っ
た
人
材
育
成
だ
け
で
な
く
、

自
分
の
専
門
分
野
と
異
な
る
分
野
の
知

見
も
持
つ
人
材
の
養
成
が
声
高
に
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
大
学
院
生
に
と
っ
て

は
専
門
性
が
担
保
さ
れ
る
こ
と
が
絶
対

条
件
で
あ
り
、
従
来
か
ら
の
研
究
を
通

し
た
教
育
、
人
材
育
成
の
効
果
を
否
定

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

令
和
2
年
度
設
置
の
修
士
課
程
で
は
、

研
究
に
基
づ
く
人
材
育
成
と
い
う
方
針

の
下
、
自
身
の
研
究
に
関
連
す
る
他
分

野
の
状
況
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
「
教

育
ク
ラ
ス
タ
ー
」
と
い
う
分
野
横
断
的

な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
ち
上
げ
、
ま

た
「
特
別
研
究
」，「
特
別
演
習
」
と
と

も
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
力
、
グ
ロ
ー

バ
ル
活
躍
力
等
の
養
成
の
た
め
の
「
研

究
科
共
通
科
目
」
を
必
修
科
目
と
し
て

設
け
ま
し
た
。

今
回
の
そ
れ
に
続
く
博
士
後
期
課
程

の
改
組
で
は
、
博
士
の
称
号
に
ふ
さ
わ

し
い
レ
ベ
ル
ま
で
専
門
性
を
高
め
、
研

究
者
や
大
学
等
の
教
員
だ
け
で
な
く
、

自
身
の
専
門
性
を
活
か
し
た
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
人
材
が
輩
出
で
き
る
よ
う

に
1
専
攻
構
成
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
中
に
各
専
門
基
盤
分
野
の
教
育
研

究
を
行
う
組
織
と
し
て
「
学
位
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
設
け
ま
し
た
。
研
究
科
担
当

教
員
は
い
ず
れ
か
の
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
所
属
し
、
そ
の
専
門
基
盤
分
野
の
教

育
・
研
究
に
携
わ
り
ま
す
。
そ
れ
に
加

え
て
、
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
研

究
課
題
に
対
応
す
る
「
研
究
指
導
ク
ラ

ス
タ
ー
」
と
い
う
研
究
指
導
体
制
を
並

立
さ
せ
、
各
教
員
は
そ
れ
に
も
所
属
し

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
各
教
員
は
自
身

が
所
属
す
る
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
以
外
の

大
学
院
生
の
指
導
に
も
携
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
大
学
院
生
は
自
分
の
研
究

に
関
連
す
る
他
の
専
門
基
盤
分
野
の
教

員
の
指
導
も
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
自

身
の
研
究
の
立
ち
位
置
を
明
確
に
で
き
、

ひ
い
て
は
自
身
の
研
究
の
深
化
と
他
分

野
へ
の
展
開
力
が
期
待
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
他
分
野
の
研
究
者
と
協
働

で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
も
磨

く
こ
と
が
で
き
、
新
し
い
時
代
で
活
躍

で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

他
大
学
で
は
大
学
院
内
の
複
数
の
専

攻
の
中
か
ら
自
分
の
専
門
分
野
を
主
専

攻
、
そ
れ
以
外
の
分
野
を
副
専
攻
と
し

て
選
び
、
在
学
中
に
複
数
の
研
究
を
行

わ
せ
る
の
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
研
究
科
で
は
そ
れ
と
は
異
な
り
教
育

ク
ラ
ス
タ
ー
と
研
究
指
導
ク
ラ
ス
タ
ー

で
の
指
導
で
、
自
身
の
専
門
性
と
そ
の

展
開
力
を
高
め
よ
う
と
す
る
点
に
大
き

な
特
長
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
ク
ラ

ス
タ
ー
は
社
会
か
ら
の
要
望
に
沿
っ
て

学
内
措
置
で
新
設
で
き
、
時
代
の
流
れ

に
柔
軟
に
対
応
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
社
会
が
求
め
る
人
材
育
成
が
で
き

る
こ
の
大
学
院
で
学
び
、
獲
得
し
た
専

門
性
を
活
か
し
て
新
し
い
時
代
を
謳
歌

す
る
力
を
身
に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
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 特  集  徳島大学の新しい大学院

社
会
が
求
め
る
人
材
育
成

大
学
院
創
成
科
学
研
究
科
に
つ
い
て

大
学
院
創
成
科
学
研
究
科
長  

橋
爪 

正
樹 

（
は
し
づ
め 

ま
さ
き
）

専門基盤分野教育を担保しつつ、課題研究分野を横断的に学修
自身の研究に関連する他分野の教育・研究指導を受けることができる

修士課程

博士後期課程

教育クラスター　　　分野横断型科目（主専攻の科目のほか、学生自身の課題研究に必要な他分野の科目を学修できる
　　　　　　　　　　分野横断型教育プログラム）

特別実習・特別演習　従来の専門分野を越えたオープン形式の研究発表や討議による、総合的・俯瞰的視点の修得
研究科共通科目　　　データサイエンス、グローバルコミュニケーション、科学技術論などにより、多面的なデータ
                              　処理能力、グローバル社会への対応力等を養成

学位プログラム　　　専門分野の高度な知識の修得に加え，自身の研究のさらなる深化のために1専攻（創成科学専攻）
　　　　　　　　　　7学位プログラムの柔軟な教育組織として構成し、複合的かつ多角的視点を持った人材を育成

研究指導クラスター　学生が所属する学位プログラムの指導教員に加えて，学生と異なる学位プログラム教員が、学生の
　　　　　　　　　  研究テーマに対して別の視点や考え方を提示し指導を行うことにより、専門分野の周辺知識や
　　　　　　　　　　視野の拡大を図る

総合科学教育部
博士前期課程
・地域科学専攻
・臨床心理学専攻
博士後期課程
・地域科学専攻

先端技術科学教育部
博士前期課程 
・知的力学システム工学専攻
・物質生命システム工学専攻
・システム創生工学専攻
博士後期課程
・知的力学システム工学専攻
・物質生命システム工学専攻
・システム創生工学専攻 ※2022年度以降は「修士課程」から「博士前期課程」に課程名称を変更します。

縦割り型の
専門教育
体制

柔軟な
教育体制

創成科学研究科
2020年度
設置

2022年度
設置

創成科学研究科の
特色

◆ 柔軟な教育体制の導入
◆ グローバルな視点を学修
◆ 個々の専門性を共有できる能力の涵養
◆ 総合的・俯瞰的視点で課題解決

◆ 産業界や社会のニーズを踏まえた教育
◆ 科学・技術イノベーションを学修
◆ 総合的・俯瞰的視点で課題解決

修士課程 ※
［４専攻］（学位）  ・地域創成専攻（学術）
           　          ・臨床心理学専攻（臨床心理学）
           　          ・理工学専攻（工学）、（理学）
           　          ・生物資源学専攻（生物資源学）
博士後期課程
［1専攻］  ・創成科学専攻

創成科学研究科の概要

教  育  課  程  の  特  色

産業界・社会のニーズ

過去3年間に徳島大学に求人募集のあっ
た全国の企業・団体等 4,104件に対し、
大学院創成科学研究科博士後期課程に
関するアンケート調査を実施した（回答
数633、回答率15%）

学位プログラム（学位）
・社会基盤システムプログラム（工学）、（学術）
・化学生命工学系プログラム（工学）
・機械科学系プログラム（工学）
・電気電子物理科学系プログラム（工学）
・知能情報・数理科学系プログラム（工学）
・生物資源学系プログラム（農学）
・光科学系プログラム（工学）

再編前 再編後

採用にあたり
大学院博士後期課程修了生に
求める能力

● 課題発見･解決能力　　　　　  68％
● 他者との連携・協働力　　　      61％
● 行動力・リーダーシップ　 　       59％
● 分野横断的な多角的視野　 　  32％

社会のニーズと大学院の教育研究上の目的が合致
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　うつ病等の精神疾患、児童虐待や発達障がい、不登校、

犯罪被害者・加害者の心理的問題、労働者の精神的不調、

巨大災害（南海巨大地震等）時の心理的問題等、心の健康

の問題は急務の課題です。

　臨床心理学専攻は、心の健康の回復と保持増進の観点か

ら、文理横断的視点を持ち、地域社会の構築に貢献できる

人材の育成を目的としています。そのため、臨床心理士と公

認心理師（国家資格）という2つの資格の受験が可能となる

カリキュラムが編成されています。学内外実習で経験を積み、

自身のテーマを修士論文として研究します。大学病院におけ

る実習がある点、文系・理系の枠を超えて必要となるデータ

サイエンスの基礎知識を習得する点等に特徴があります。

　想定される進路は、保健医療（精神科病院等）、福祉（児

童相談所等）、教育（教育委員会等）、司法・犯罪（少年鑑別所

等）、産業・労働（組織内健康管理センター等）等の分野への

就職、進学（本学他の博士後期課程）です。

　生物資源学専攻は，生物資源の活用と保全によって地域

社会、さらには国際社会の発展に貢献できる高度専門職業

人の育成を目指しています。

　生物資源のヘルスサイエンスへの応用と新たなバイオ産

業の創生に貢献する「応用生命科学コース」、生物資源の機

能性に着目した高付加価値食品の創生と食品産業の成長

産業化に貢献する「食料生物科学コース」、革新的な育種技

術や生物生産技術の開発により1次産業の成長産業化や6

次産業化に貢献する「生物生産科学コース」の3コース編成

で、生物資源学に関する高度な専門知識、6次産業化に必

要な専門知識及び実践的能力について学ぶことができます。

3コースは、相互に連携した教育を行うとともに，他コース又は

他専攻の専門科目を履修する「教育クラスター科目」を導入

することにより、異分野横断型の教育を実践しています。

　修了後は、製薬企業、食品企業、化粧品企業、種苗企業、

農協、農林畜水産業等の関連法人及び官公庁等において、

多様な領域の人々と協働し、高度専門職業人として活躍す

ることが期待されます。

　地域創成専攻では、人文・社会・人間科学分野における

高度な専門知識と関連領域における幅広い知識を踏まえ、

総合的かつグローバルな視点に基づき、地域の諸アクター

と協働しながら、地域の社会・文化・健康等にかかわる課題

の解決と、持続可能な地域社会の創成に主体的に貢献でき

る実践人材を養成します。本専攻では，地域課題・グローバ

ル課題に関する科目群を併修することで、現代社会の諸課

題の解決に必要な高度な知識・技能を修得します。さらに、

自治体・NPO等と連携した課題解決型の授業、防災・危機

管理、地域開発等、社会のニーズに対応したテーマ型授業

の履修を通して柔軟な応用力・実践力を身に付けます。修了

後は、地方公務員、地域開発コンサルタント、地域シンクタ

ンク研究員、まちづくり関連NPO職員、観光業、情報・サー

ビス業、学芸員、文化施設職員、医療・福祉関連施設職員

等、専門性を生かした高度専門職業人として活躍すること

が期待されます。

　理工学専攻では、最新の基盤技術・基幹技術・先端技術

を理解し、グローバルな視点から科学・技術・産業・社会の

諸領域において新たな価値を創成できる人材を養成するこ

とを目的とします。また、社会の要請や地域社会の様々な要

望に迅速に対応できる理工系人材の養成を目指します。学

生にとって自身の専門分野と異なる分野、すなわち文系理系

の枠までをも越えてその方法論を理解することにより、自身

の研究分野の他の異なる分野に対する立ち位置、あるいは

自身の研究のその研究分野内での立ち位置を明確に認識し，

それによって自身の研究の深化を図るという「研究に基づく

教育」をさらに推進させます。

　本専攻の入学定員は308名、理学系の数理科学及び自然

科学、工学系の社会基盤デザイン、機械科学，応用化学シ

ステム、電気電子システム、知能情報システム及び光システ

ムの8コースで成り立っており、理学系は「修士（理学）」、工

学系は「修士（工学）」の学位が授与されます。

創
成
科
学
専
攻
は
博
士
後
期
課
程
で

1
専
攻
内
に
7
つ
の
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
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設
け
、
博
士
（
学
術
）、
博
士
（
工
学
）、

博
士
（
農
学
）
の
い
ず
れ
か
の
学
位
取

得
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で
き
ま
す
。
た
だ
社
会
基
盤
シ
ス

テ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
入
学
後
に
博
士

（
学
術
）、
博
士
（
工
学
）
の
ど
ち
ら
を

目
指
す
か
指
導
教
員
と
相
談
し
決
定
し

ま
す
。

各
大
学
院
生
は
い
ず
れ
か
の
学
位
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
所
属
し
自
身
の
専
門
性
を

高
め
ま
す
。
そ
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に
自
身
の
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究
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係
す
る
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ず
れ
か
1
つ
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研
究
指

導
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ラ
ス
タ
ー
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択
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、
自
身
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研
究
に
関
連
す
る
他
分
野
の
知
見
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獲

得
し
つ
つ
自
身
の
専
門
性
の
深
化
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力
の
獲
得
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指
し
ま
す
。
さ
ら
に

研
究
科
共
通
科
目
に
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ

ル
活
躍
力
、
起
業
力
、
企
業
で
の
就
業

力
の
養
成
も
行
い
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修
了
後
の
進
路
と

し
て
は
従
来
の
大
学
等
の
教
員
や
各
種

公
的
研
究
機
関
で
働
く
研
究
者
だ
け
で

な
く
、
企
業
の
研
究
開
発
担
当
者
等
の

高
度
専
門
職
業
人
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業

家
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

学
生
定
員
は
47
名
で
、
四
国
内
の
国

立
大
学
中
で
最
大
、
近
隣
の
旧
帝
大
を

除
く
国
立
大
学
の
中
で
も
広
島
、
岡
山
、

神
戸
に
次
ぐ
人
数
で
す
。
文
系
・
理
系

に
分
け
ず
1
専
攻
と
し
、
教
員
は
相
応

の
意
気
込
み
を
も
っ
て
他
学
位
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
大
学
院
生
ま
で
も
研
究
指
導
し

ま
す
。

こ
れ
か
ら
迎
え
る
新
た
な
時
代
で
は
、

従
来
か
ら
求
め
ら
れ
て
き
た
高
い
専
門

性
に
加
え
て
、
多
様
な
観
点
か
ら
の
幅

広
い
視
野
を
有
す
る
「
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス

ト
の
視
野
を
持
っ
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
」
が
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
社
会
情
勢
に
対
し
、「
人
生

の
選
択
肢
を
増
や
し
、
今
後
の
仕
事
を

楽
し
く
展
開
す
る
能
力
」
を
身
に
つ
け

ら
れ
る
当
専
攻
へ
の
進
学
を
お
勧
め
し

ま
す
。

博士後期課程

創成科学専攻

修士課程

地域創成専攻
 

臨床心理学専攻
 

理工学専攻
 

生物資源学専攻

ジェネラリストの視野を持ったスペシャリストに

グローバル化課題を含む多様な地域の
諸問題の解決に貢献

心の健康の回復と保持増進の観点から
地域社会の構築に貢献

科学・技術・産業・社会の諸領域に
おいて新たな価値を創成

生物資源の活用と保全によって
地域社会、国際社会の発展に貢献

創
成
科
学
研
究
科
の
専
攻
紹
介
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　カウンセラーとも呼ばれる臨床心理士・公認心理師の両

方の受験資格の取得のため、進学を決めました。私は、心と

体のつながりに興味を持っており、卒業論文では内受容感覚

（心拍など自身の身体内部の感覚）をテーマに研究を行いまし

た。現在の研究室では、上記のような他の臨床心理学系大

学院ではほとんど扱っていない生理指標を用いた研究を行

うことができ、また情報学を融合した研究を行うことも可能

です。そのため、自身の卒業論文を発展させた研究を行える

環境にある、本大学院の臨床心理学専攻を選択しました。

　大学院では、実践的な講義が多くなったと感じました。院

生同士で行うカウンセリングのロールプレイについて検討

したり、夏季休暇中には病院実習にも参加させていただい

たりしました。また、研究面では、学会発表をさせていただ

く機会を得ることもできました。忙しい毎日ですが、合間を

縫って有志で勉強会を開くなど、志を同じにした仲間と共に

勉強できる魅力的な環境だと感じています。

　今後、心理士として人々の健康増進に寄与できる存在に

なることを目指し、特に医療分野に進みたいと考えておりま

す。そのためにも、研究と臨床、両方の学びを深めながら邁

進していきたいです。

　学部時代は、生物資源の使用・利用についての専門知識

を基礎から学ぶ中で、糖尿病や認知症の発症リスクを引き

上げる歯周病について理解を深めたいと思い、研究室を選

びました。研究室に所属してからは、歯周病を進行させる口

腔乾燥症（ドライマウス）と唾液分泌の関係性について研究

を進めました。進路を決める際は、就職か進学かとても悩み

ましたが、今までの学びを活かせる仕事に就きたいと思い、

専門性を深めるために大学院への進学を決めました。

　進学後は、これまでの研究に加えて、機能性食品成分等

の唾液腺形成や機能への影響についても研究を進めていま

す。大学院では、分野横断型教育プログラムである教育クラ

スターが導入されているため、生物資源学の専門的な知識

だけではなく、農学、工学、医学、薬学及び経済・経営学領

域に亘る幅広い分野を学ぶことができ、物事を俯瞰的に考

える力を身につけることができたと思います。また、学会へ

の参加やさまざまな実験をする機会を与えてくださった指導

教員との出会いに感謝しています。修了後は、これまで培っ

てきた経験を活かして、人々の健康なくらしを幅広い面から

支えられるような存在になれるように精進していきたいと思

います。

修士課程 1年　
宇都 香織 （うと かおり）

修士課程 1年　
鈴木 菜穂 （すずき なほ）

機械科学コース 
修士課程 1年　
佐藤 洋平 （さとう ようへい）

食料生物科学コース 
修士課程 2年　
佐藤 匠 （さとう たくみ）

　私は学部時代に建築を専攻しておりその中でもオフィス

建築に興味があったため、大学院ではよりオフィスやワーク

プレイスにおける専門的な知識を習得したいと考えていまし

た。そこで空間デザインが専門で、「プログラミングを用い

た建築への有効性」などの研究をしておられる徳島大学の

掛井先生の研究室で研究をしたいと思い受験しました。本

来、評価することが難しい人間の感度（居心地が良いのか、モ

チベーションが上がるのかなど）についてプログラミングを用

いて評価できれば、最適なオフィスデザインを構築できるの

ではないかと思いました。

　大学院に進学して感じたことは、大学院ではより専門的

な知識を得たりすることはもちろん、幅広い知識も必要にな

るということです。私は専門分野でもプログラミングを学ん

でいますが、徳島大学の創成科学研究科ではデータサイエ

ンスという必修授業があり、データ分析を行う過程でプログ

ラミング用語を習得できるため、これからの社会に役立つ知

識を積極的に学べる場でもあります。また，他専攻の授業を

受講できたり、自分の研究範囲では得難い知識を選択して

学べたりすることが徳島大学の掲げている教育クラスター

の魅力です。

　基本的に大学までは受け身の『学び』が中心で知識を教

えてもらうことが8割です。確かに、異なる学科に区別され

専門的なことを学ぶのが大学ですが、大学院では単に頭の

中に知識を詰め込むのではなく、インプットした知識をどの

ように整理し、組み合わせてアウトプットするのかということ

を学ぶ場所であると考えています。私はどのような研究内容

が自分に合っているのか、したいのか、特にこれといって定

まっていたわけではなく研究室の先生や先輩方に相談し、

色 と々情報をもらううちに方向性が定まり、現在の研究室に

所属しています。大学院での学習は先ほど述べたようにアウ

トプットが中心です。答えの無い課題に対して試行錯誤する

過程を通じて、主体性や常に考える癖が身についてきている

と感じています。また、教育クラスター科目の他コース科目

では「固体イオニクス」を受講し、機械材料とは異なった視

点・知識を学び、その視点を研究課題や将来の仕事に活か

そうと考えています。これから始まる就職活動では、大学院

で身に付けた主体性などを活かすとともに、同じものを対象

としても多様な見方があることを念頭においていきたいと考

えています。

大学院創成科学研究科

地域創成専攻理工学専攻 臨床心理学専攻生物資源学専攻
大
学
院
生
の
声

 特  集  徳島大学の新しい大学院

蔵本キャンパスの大学院も令和4年4月から名称変更します。
蔵本キャンパスの大学院を右のとおり名称変更して、徳島大学全体の大学院の
名称を「教育部」から「研究科」に統一します。蔵本キャンパス、常三島キャンパスの垣根を越えて
新たな融合研究を展開します。

令和3年度

令和4年度

医科学教育部 栄養生命科学教育部 保健科学教育部口腔科学教育部 薬科学教育部

医学研究科 医科栄養学研究科 保健科学研究科口腔科学研究科 薬学研究科
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地
球
に
優
し
い
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な

た
ん
ぱ
く
源
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
2
0
2
0
年
の
「
コ
オ
ロ
ギ

せ
ん
べ
い
」
発
売
に
よ
り
、
昆
虫
食
に

対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
、

未
来
の
食
糧
問
題
に
つ
い
て
も
考
え
る

き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

食
用
コ
オ
ロ
ギ
は

環
境
負
荷
の
低
い
た
ん
ぱ
く
源

『
と
くtalk

』
を
ご
覧
の
皆
さ
ん
は

す
で
に
ご
存
じ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の

「
コ
オ
ロ
ギ
せ
ん
べ
い
」、『
無
印
良

品
』
を
展
開
す
る
『
株
式
会
社
良
品
計

画
』
と
食
用
コ
オ
ロ
ギ
の
研
究
を
行
っ

て
い
る
徳
島
大
学
が
協
業
し
て
開
発
し

た
商
品
で
す
。

2
0
1
6
年
、
生
物
資
源
産
業
学

そ
の
フ
タ
ホ
シ
コ
オ
ロ
ギ
を
ゲ
ノ
ム
編

集
技
術
を
使
っ
て
、
品
種
改
良
し
て
い

こ
う
と
し
て
い
ま
す
」。

例
え
ば
…
と
教
え
て
い
た
だ
い
た
の

が
、
コ
オ
ロ
ギ
を
一
定
の
空
間
で
飼
育

す
る
と
共
食
い
し
、
生
産
性
が
落
ち
る

の
で
す
が
、
共
食
い
し
な
い
形
質
へ
の

品
種
改
良
も
考
え
ら
れ
る
の
だ
と
か
。

そ
の
た
め
に
は
ど
う
い
う
遺
伝
子
が
関

わ
っ
て
い
る
か
と
い
っ
た
こ
と
を
調
べ

て
、
よ
り
短
期
間
で
狙
っ
た
品
種
改
良

を
行
う
た
め
に
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を

活
用
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
品
種
改
良
技
術
で
は
、

コ
オ
ロ
ギ
を
品
種
改
良
す
る
に
は
一
般

的
に
ど
ん
な
に
短
く
て
も
4
年
〜
5
年

か
か
る
と
考
え
ら
れ
る
そ
う
で
す
が
、

品
種
改
良
し
た
い
形
質
に
か
か
わ
る
遺

伝
子
の
機
能
が
確
定
し
て
い
る
も
の
で

あ
れ
ば
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
活
用
す

る
こ
と
で
半
年
く
ら
い
で
実
現
で
き
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。

そ
う
聞
い
て
「
遺
伝
子
さ
え
分
か
れ

ば
す
ぐ
に
出
来
る
ん
だ
」
と
思
っ
た
ら

大
間
違
い
。
遺
伝
子
は
ち
ょ
っ
と
解
析

す
れ
ば
機
能
が
簡
単
に
分
か
る
も
の
で

は
な
く
、
遺
伝
子
の
機
能
を
解
析
す
る

技
術
も
必
要
で
、
そ
れ
を
下
支
え
す
る

の
が
基
礎
研
究
で
す
。

徳
島
大
学
に
は
コ
オ
ロ
ギ
に
関
し
て
、

野
地
学
長
の
時
代
か
ら
約
30
年
続
く
基

礎
研
究
が
あ
る
こ
と
が
強
み
。
コ
オ
ロ

ギ
の
食
用
化
も
基
礎
研
究
か
ら
生
ま
れ

た
ア
イ
デ
ア
の
ひ
と
つ
で
す
。

こ
れ
ほ
ど
長
く
研
究
が
行
わ
れ
て
い

て
も
、
こ
の
よ
う
に
商
品
化
さ
れ
る
ま

で
「
徳
大
で
コ
オ
ロ
ギ
の
研
究
を
し
て

い
た
な
ん
て
！
」
と
初
め
て
知
っ
た

人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
我
々
の
研
究
だ
け
に
限
ら
ず
、
大
学

で
ど
ん
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
か
知

ら
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う

渡
邉
先
生
。

研
究
の
詳
細
は
分
か
ら
な
く
て
も
、

関
心
を
も
つ
こ
と
で
、
何
か
面
白
い
発

見
や
気
付
き
が
あ
る
か
も
。

食
用
コ
オ
ロ
ギ
も
ま
だ
食
べ
た
こ
と

が
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
ト
ラ
イ
し
て
、
研

究
成
果
を
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

部
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
渡
邉

先
生
は
産
業
化
を
見
据
え
た
食
用
コ
オ

ロ
ギ
の
研
究
を
本
格
的
に
開
始
し
ま
す
。

昆
虫
食
が
日
常
的
な
も
の
と
な
る
よ

う
、
食
用
コ
オ
ロ
ギ
の
安
定
供
給
を
目

的
と
し
た
大
規
模
飼
育
を
可
能
に
す
る

自
動
飼
育
装
置
の
開
発
を
目
指
し
た
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
挑
戦
。「
牛

や
豚
、
ニ
ワ
ト
リ
な
ど
の
家
畜
と
比
較

し
、
飼
育
に
必
要
な
水
や
餌
の
量
も
少

な
く
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
も
少
な

い
昆
虫
食
は
、
環
境
負
荷
の
低
い
た
ん

ぱ
く
源
」
と
呼
び
か
け
、
見
事
目
標
額

を
達
成
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
っ

た
こ
と
で
徳
島
大
学
が
食
用
コ
オ
ロ
ギ

昆
虫
食
に
お
け
る
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン
グ

コ
オ
ロ
ギ
せ
ん
べ
い
発
売
の
衝
撃

皆
さ
ん
、「
コ
オ
ロ
ギ
せ
ん
べ
い
」、
食

べ
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
？
そ
の
名
の
通

り
、
コ
オ
ロ
ギ
の
パ
ウ
ダ
ー
の
入
っ
た
せ

ん
べ
い
で
、
味
は
ほ
ぼ
え
び
せ
ん
で
す
。

2
0
2
0
年
5
月
、『
無
印
良
品
』

の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
発
売
さ
れ
る
や

い
な
や
即
日
完
売
し
、
そ
の
後
実
店
舗

ク
ッ
キ
ー
や
ク
ラ
ン
チ
、
カ
レ
ー
、
パ
ン
を

『
C. 

T
R
I
A
（
シ
ー
ト
リ
ア
）』
の

ブ
ラ
ン
ド
名
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

商
品
化
が
実
現
し
た
こ
と
で
、
商
品

に
必
要
な
研
究
は
何
か
を
バ
ッ
ク
キ
ャ

ス
テ
ィ
ン
グ
で
考
え
て
、
研
究
開
発
を

行
い
、大
学
で
得
た
技
術
や
知
見
を『
グ

リ
ラ
ス
』
で
活
用
す
る
と
い
う
サ
イ
ク

ル
で
進
行
し
て
い
ま
す
。

「
今
、
世
界
中
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で

新
た
な
た
ん
ぱ
く
源
と
し
て
昆
虫
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
よ
り

有
望
な
昆
虫
が
コ
オ
ロ
ギ
と
言
わ
れ
て

い
て
、
そ
の
コ
オ
ロ
ギ
の
中
で
よ
り
大

型
で
飼
い
や
す
い
と
我
々
が
注
目
し
て

い
る
の
が
フ
タ
ホ
シ
コ
オ
ロ
ギ
で
す
。

昆虫食のイメージを一新
環境にやさしくサステイナブルな
食用コオロギを研究
バイオイノベーション研究所 助教 渡邉 崇人  （わたなべ たかひと）

渡邉先生。学生として徳島大学に在籍中からコオロギ研究を続け、
生物資源産業学部の誕生をきっかけに、雑食で飼育しやすく、味も
いいフタホシコオロギの研究に取り組んでいます。

研究室のみなさん。実験中、コオロギが服についてもすぐに分かるよう、コ
オロギの世話をするときは白衣を着用します。

紙製の玉子トレーがコオロギの住み家。フタホシコオロギは食品の残渣を食
べて育つので、食品ロスの問題にも役立つと考えられています。残渣の種類
もいろいろ変えて実験しています。

実験したコオロギを観察しているところ。コオロギは脱皮を繰り返し、約1カ月
で成虫になるそうです。

石井町にある実験室。プラスチックの衣装ケースがズ
ラリと並び、中にはコオロギがいっぱい！蓋はされていな
かったのですが、コオロギはプラスチックの壁を登ること
ができないので、逃げることはないのだとか。

「コオロギせんべい」。現在
に至る昆虫食ブームの発
端といわれるのが、2013
年に国連食糧農業機構

（FAO）が発表した報告
書。その中で2050年、世
界の人口は90億人に達
すると予測され、食糧不足
解消のため、昆虫食が推
奨。牛や豚などに代わる新
たなたんぱく源として昆虫
食が注目されています。
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研
究
室
へ
よ
う
こ
そ
［
取
材
］

臨
床
で
も
骨
髄
腫
の
患
者
さ
ん
に
接
し
、

薬
が
う
ま
く
効
か
な
い
な
ど
、
治
療
の

難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
そ
う
。「
少
し

で
も
患
者
さ
ん
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
、

生
物
学
や
分
子
生
物
学
へ
の
理
解
も
深

め
、
研
究
を
通
し
て
自
身
の
成
長
に
つ

と
で
そ
れ
ら
の
改
善
が
図
れ
な
い
か
を

調
べ
て
い
ま
す
。

「
糖
尿
病
は
完
治
す
る
こ
と
は
な
い

病
気
な
の
で
、
薬
を
飲
み
な
が
ら
食
事

療
法
を
続
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で

す
が
、
将
来
的
に
薬
を
飲
ま
な
く
て
も

ま
り
、現
在
、大
学
の
研
究
ク
ラ
ス
タ
ー

に
採
択
さ
れ
た
研
究
も
進
行
し
て
い
ま

す
。
若
い
先
生
同
士
の
交
流
も
活
発
で
、

研
究
室
に
は
活
気
が
あ
り
ま
す
。

「
本
来
、
臨
床
が
忙
し
い
科
な
の
で

血
液
内
科
だ
け
、
内
分
泌
内
科
だ
け

だ
っ
た
ら
研
究
が
全
然
進
ま
な
い
と
思

う
の
で
す
が
、
歯
科
の
先
生
が
骨
代
謝

を
や
っ
た
り
、
分
子
生
物
学
的
な
手
法

が
で
き
る
先
生
が
い
た
り
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
力
を
い
か
し
、
役
割
分
担
し
て
研

究
を
行
う
こ
と
で
、
一
人
で
研
究
を
行

う
よ
り
も
早
く
、
充
実
し
た
研
究
を
行

う
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
」。

他
の
学
部
か
ら
の
受
け
入
れ
を
始
め

た
当
初
は
、「
血
液
内
科
に
ど
う
し
て

歯
学
部
が
？
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
の
だ
と
か
。「
歯
科
の
先
生
が

『
血
液
の
領
域
に
論
文
を
発
表
し
て
、

何
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
？
』

と
い
う
人
も
い
た
の
で
す
が
、
最
初
に

受
け
入
れ
た
歯
科
の
先
生
の
論
文
が
米

国
血
液
学
会
誌
『Blood

』
に
掲
載
さ

れ
、
学
位
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
ん
で

す
。
こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
で
次
々
に

大
学
院
生
が
派
遣
さ
れ
て
き
て
。
そ
れ

ぞ
れ
賞
を
取
っ
た
り
し
て
、
評
価
を
得

て
い
ま
す
」。

こ
れ
ま
で
も
論
文
の
作
成
や
海
外
で

の
学
会
発
表
な
ど
を
後
押
し
し
、
若
い

先
生
の
味
方
に
な
っ
て
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
き
た
安
倍
先
生
。「
臨
床
は
決

め
ら
れ
た
ル
ー
ル
に
添
っ
て
治
療
を
進

髄
腫
に
な
る
リ
ス
ク
も
増
加
し
、
こ
こ

数
年
で
い
ろ
い
ろ
な
薬
が
出
て
い
て
、

元
気
に
な
る
人
も
増
え
て
い
る
そ
う
で

す
が
、
完
治
は
難
し
く
、
何
が
原
因
で

発
症
す
る
の
か
、
な
ぜ
発
症
す
る
か
と

い
っ
た
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

住
谷
さ
ん
は
今
年
度
前
期
、
今
、
使

わ
れ
て
い
る
薬
の
標
的
と
な
っ
て
い
な

い
分
子
で
骨
髄
腫
が
ど
の
よ
う
に
生
存
、

増
殖
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
を
阻
害
す

る
こ
と
で
腫
瘍
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ら

れ
な
い
か
と
考
え
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア

に
着
目
し
て
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
生
成
す
る
働
き
を
も
つ
ミ

ト
コ
ン
ド
リ
ア
は
、
悪
性
腫
瘍
で
は
そ

の
働
き
は
落
ち
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
完
全
に
機
能
し
な
く
な
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
骨
髄
細
胞
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
検
討
を
重
ね
て

い
ま
す
。

研
究
に
邁
進
で
き
る
環
境
が
魅
力

臨
床
で
は
学
会
発
表
の
機
会
も

　
こ
の
研
究
室
を
選
ん
だ
理
由
に
つ
い
て

「
診
療
だ
け
で
な
く
、
研
究
に
も
か
な

り
力
を
入
れ
て
い
る
診
療
科
だ
っ
た
か

ら
」
と
い
う
原
さ
ん
。「
安
倍
先
生
に

ご
配
慮
い
た
だ
き
、
大
学
院
生
の
間
は

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
研
究
に
軸
足
を
置

い
て
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
い
て
い

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
研

究
は
自
分
の
考
え
を
中
心
に
動
か
な
い

と
い
け
な
い
。
医
者
に
と
っ
て
研
究
す

る
っ
て
い
う
こ
と
は
と
て
も
大
事
」
と
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
な
い
現
実
と
向
き
合
い
、

自
分
で
道
を
拓
き
な
が
ら
探
求
を
続
け

る
こ
と
の
重
要
性
を
示
唆
し
ま
す
。
臨

床
と
研
究
、
ど
ち
ら
も
が
ん
ば
り
た
い

と
い
う
人
は
こ
の
研
究
室
を
訪
ね
て
み

る
と
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
に
着
目
し
た

骨
髄
腫
の
研
究

内
分
泌
代
謝
と
血
液
を
扱
う
安
倍
先

生
の
研
究
室
で
、
血
液
の
腫
瘍
の
ひ
と

つ
、
骨
髄
腫
の
研
究
を
行
う
住
谷
さ
ん
。

ま
す
」
と
、研
究
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

原
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
細
胞
間
の
移
動
と

代
謝
疾
患
の
関
連
に
つ
い
て
研
究
。
肥

満
や
糖
尿
病
の
疾
患
で
ミ
ト
コ
ン
ド
リ

ア
の
質
や
量
、
性
質
を
変
化
さ
せ
る
こ

な
げ
た
い
と
い
い
ま
す
。

骨
髄
腫
に
か
か
る
人
の
割
合
は
、
胃

が
ん
や
肺
が
ん
な
ど
他
の
悪
性
腫
瘍
に

比
べ
る
と
少
な
い
そ
う
で
す
が
、
日
本

で
の
患
者
数
は
年
間
約
1
万
人
も
い
る

の
だ
と
か
。
高
齢
に
な
る
に
従
っ
て
骨

い
い
よ
う
な
新
た
な
治
療
方
法
に
繋
が

れ
ば
…
」
と
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
を
細

胞
か
ら
抽
出
し
、
別
の
細
胞
に
移
し
た

り
、
移
し
た
側
の
性
質
が
改
善
し
な
い

か
と
い
っ
た
様
々
な
パ
タ
ー
ン
を
試
し

て
い
ま
す
。

臨
床
の
方
も
忙
し
く
、
12
月
に
『
第

6
回
日
本
糖
尿
病・生
活
習
慣
病
ヒ
ュ
ー

マ
ン
デ
ー
タ
学
会
』、
2
0
2
2
年
に

は
『
日
本
老
年
医
学
会
』
な
ど
で
の
発

表
を
予
定
し
て
い
る
そ
う
で
、
充
実
し

た
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

"
融
合
"か
ら
生
ま
れ
る

チ
ャ
ン
ス
を
大
切
に

血
液
内
科
と
内
分
泌
代
謝
。
ま
っ
た

く
違
う
2
つ
の
診
療
科
を
扱
っ
て
い
る

理
由
は
、
こ
の
科
の
前
身
と
な
っ
た
第

一
内
科
の
「
ど
ん
な
患
者
さ
ん
で
も
診

る
」
と
い
う
診
療
ス
タ
イ
ル
に
あ
る
と

い
う
安
倍
先
生
。
臨
床
に
は
診
療
領

域
、
研
究
に
は
研
究
領
域
と
い
う
、
い

わ
ば
縦
割
り
的
な
区
分
が
あ
る
の
で
す

が
、
臨
床
も
研
究
も
垣
根
な
く
融
合
さ

せ
る
こ
と
で
、
分
野
を
ま
た
ぐ
新
し
い

研
究
領
域
や
こ
れ
ま
で
に
な
い
治
療
法

の
開
発
に
繋
げ
た
い
と
、 〝
融
合
〞
か

ら
生
ま
れ
る
チ
ャ
ン
ス
を
大
事
に
し
て

い
る
と
い
い
ま
す
。

こ
の
融
合
に
よ
っ
て
様
々
な
分
野
や

他
大
学
に
籍
を
置
く
若
い
先
生
達
が
集

大学院医歯薬学研究部医学域 教授

安倍 正博 研究室
◎ナビゲーター 大学院医科学教育部 博士課程医学専攻 4年

住谷 龍平 （すみたに　りょうへい）    
大学院医科学教育部 博士課程医学専攻 3年

原 倫世 （はら　ともよ）   

歯学科や薬学部の先生
も集まって行われるミー
ティング。こんなにいろい
ろな先生が集まる研究室
はとても珍しいです。

（写真右から）住谷さんと原さん。

研究室のみなさん。

「点数で評価すると、点数のとれるようなことし
かしなくなる」と安倍先生の臨床実習はテスト
なし。テストなしはいいようですが、「何に向け
てどうがんばっていいかが分からない」という
声もあるのだとか。自分で考え、気付きを得る
ことを重視しています。

臨床も研究も垣根なく融合させることで広がる可能性
自ら考え行動する若い力を手厚くサポート
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一
人
1
台

マ
ネ
キ
ン
＆
モ
ニ
タ
ー
の
充
実
設
備

歯
内
療
法
学
の
模
型
実
習
に
伺
い
ま

し
た
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
工
具
箱
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
を
携
え
て
、
次
々
に
着
席
す
る

歯
学
部
歯
学
科
4
年
生
の
み
な
さ
ん
。

机
に
は
1
人
1
台
の
モ
ニ
タ
ー
と
マ
ネ

キ
ン
が
あ
り
、
机
と
机
は
飛
沫
防
止
の

た
め
の
ア
ク
リ
ル
板
で
仕
切
ら
れ
て
い

ま
す
。
実
習
に
使
う
器
具
も
人
数
分
配

布
さ
れ
て
、
実
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
大
型
の
ス
ク
リ
ー
ン
や

モ
ニ
タ
ー
を
見
な
が
ら
説
明
を
聞
く
ス

タ
イ
ル
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
実
習
室

が
改
修
さ
れ
、
各
自
が
マ
イ
モ
ニ
タ
ー

で
手
順
を
確
認
し
な
が
ら
実
習
が
進
み

ま
す
。
成
石
先
生
の
手
元
に
も
カ
メ
ラ

が
あ
り
、
先
生
の
周
り
に
集
ま
ら
な
く

て
も
モ
ニ
タ
ー
を
通
し
て
手
技
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
日
行
わ
れ
て
い
た
の

は
ラ
バ
ー
ダ
ム
装
着
実
習

や
ブ
ロ
ー
チ
綿
栓
実
習
な
ど
。

た
だ
「
で
き
れ
ば
い
い
」
と

い
う
の
で
は
な
く
、
使
用
す

る
器
具
を
清
潔
に
扱
い
つ
つ

も
「
こ
の
作
業
は
3
分
以
内

で
！
」
と
時
間
制
限
も
あ
っ

て
、「
不
器
用
な
人
は
歯
学

部
に
向
か
な
い
の
で
は
…
」

と
思
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
。

こ
う
し
た
素
朴
な
疑
問
や
実
習
内
容

に
つ
い
て
、
実
習
中
の
成
石
先
生
に
代

わ
り
湯
本
先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
始
め
は
得
手
不
得
手
あ
る
ん
で
す
が
、

経
験
を
重
ね
る
と
最
終
的
は
同
じ
レ
ベ

ル
に
な
り
ま
す
の
で
、そ
の
点
に
関
し
て

は
心
配
な
い
で
す
」。手
先
の
器
用
さ

と
い
っ
た
初
歩
的
な
と
こ
ろ
で
躓
く
人

は
、ほ
ぼ
い
な
い
そ
う
で
す
が
、問
題
は

試
験
で
す
。歯
学
科
生
は
5
年
生
の
10

月
か
ら
病
院
で
患
者
さ
ん
に
接
す
る

臨
床
実
習
が
始
ま
る
た
め
、9
月
に
は

O
S
C
E（
オ
ス
キ
ー
）と
い
う
客
観
的

臨
床
能
力
試
験
を
受
け
ま
す
。そ
の
試

験
に
ラ
バ
ー
ダ
ム
装
着
の
項
目
も
あ
り
、

試
験
で
は
5
分
以
内
に
行
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
の
だ
と
か
。当
日
、緊
張
し
て

装
着
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
想
定
し
、普
段
か
ら
3
〜
4
分
で
で

き
る
よ
う
練
習
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

実
習
を
通
し
て

医
療
人
と
し
て
の
素
養
も
学
ぶ

実
習
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
、
成
石
先

生
か
ら
「
こ
こ
、
よ
く
試
験
に
で
ま
す

よ
」
と
い
う
声
か
け
も
し
ば
し
ば
。
湯

本
先
生
に
よ
る
と
「
こ
の
試
験
と
い
う

の
は
国
家
試
験
。
国
家
試
験
は
マ
ー
ク

シ
ー
ト
の
ペ
ー
パ
ー
試
験
な
ん
で
す
が
、

実
は
臨
床
実
習
の
前
に
は
O
S
C
E
、

6
年
生
に
な
る
と
病
院
で
実
際
に
患

者
さ
ん
に
治
療
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
、
医
療
人
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
言
葉
遣
い
や
態
度
で
あ
っ
た
か

も
含
め
て
試
験
さ
れ
ま
す
。
ま
た
技
能

に
つ
い
て
も
、
マ
ネ
キ
ン
模
型
を
使
っ
て

時
間
内
に
言
わ
れ
た
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
が
厳
密
に
試
験
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
複
数
の
試
験
を
ク
リ
ア
し
て
、
よ

う
や
く
国
家
試
験
へ
の
道
が
開
か
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
」。
技
能
は
も
ち
ろ

ん
、
振
る
舞
い
ま
で
も
評
価
対
象
に
な

る
と
は
！
「
患
者
さ
ん
へ
の
説
明
の
仕

方
や
手
洗
い
か
ら
は
じ
ま
る
清
潔
操

作
、
そ
し
て
準
備
か
ら
後
片
付
け
ま
で

も
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

2
年
間
か
け
て
、
そ
う
し
た
こ
と
も
含

め
、
習
得
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
」。

困
っ
た
ら
そ
の
場
で
す
ぐ
に

相
談
で
き
る"
ラ
イ
タ
ー
"と
い
う

頼
も
し
い
存
在

実
習
に
は
、〝
ラ
イ
タ
ー
〞
と
呼
ば

れ
る
サ
ポ
ー
ト
の
先
生
が
5
名
い
て
、

学
生
た
ち
の
様
子
を
見
て
回
り
な
が
ら
、

学
生
か
ら
の
呼
び
か
け
に
即
座
に
対
応

さ
れ
て
い
た
の
も
印
象
的
で
し
た
。

「
歯
学
部
は
教
員
と
学
生
間
の
距
離
が

近
い
の
が
校
風
と
い
う
か
、他
の
大
学
か

ら
研
修
医
と
し
て
来
ら
れ
た
先
生
か
ら

も
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
ラ
イ
タ
ー
の
先

生
方
に
対
し
て
も
友
達
感
覚
と
い
う
か
、

お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
み
た
い
な
感
じ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」
。

「
わ
か
ら
な
い
」、「
で
き
な
い
」と
い
う
場

合
、す
ぐ
に
ラ
イ
タ
ー
の
先
生
を
呼
ん
で
、

積
極
的
に
教
え
て
も
ら
っ
て
い
て
、こ
の

オ
ー
プ
ン
な
雰
囲
気
が
決
め
ら
れ
た
実

習
時
間
内
で
の
技
術
の
取
得
を
後
押
し

し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

歯
学
部
で
は
こ
う
し
た
学
び
や
す
い

環
境
作
り
の
た
め
に
教
員
自
身
がFa

culty D
evelopm

ent （
F
D
）
と

い
う
教
育
の
仕
方
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成

な
ど
を
学
ぶ
講
習
会
に
参
加
し
た
り
、

学
生
と
教
員
、
学
部
長
な
ど
を
交
え
た

懇
談
会
も
開
い
て
学
生
の
意
見
や
要
望

を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
普
段
か
ら
様
々

な
工
夫
を
行
っ
て
い
る
の
だ
と
か
。
実

習
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
無
記
名
で

と
っ
て
、
各
診
療
科
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
す
る
と
い
っ
た
改
善
策
も
積
み
重
ね

る
と
の
こ
と
。

「
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
る
と
は
い
え
、将

来
、『
○
歳
〜
○
歳
く
ら
い
の
歯
科
医

師
は
コ
ロ
ナ
の
せ
い
で
○
○
が
出
来
な

い
』
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

学
生
の
学
び
を
一
番
に
考
え
、
臨
床

を
想
定
し
た
充
実
し
た
実
習
に
で
き

る
よ
う
に
し
て
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
い
う
湯
本
先
生
。
ど
こ
か

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
温
か
な
交
流
の
あ

る
実
習
は
、
人
間
味
の
あ
る
医
療
人

を
作
る
た
め
に
役
立
っ
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。

新
し
く
な
っ
た
実
習
室
で

必
要
な
技
術
と
医
療
人
と
し
て
の

素
養
を
確
実
に
身
に
つ
け
る

病
院 
講
師
　
成
石 

浩
司 

（
な
る
い
し 

こ
う
じ
）

「ラバーダムは、歯の根っ子を治療する時に、どうしても歯
が唾液で汚染されたり、薬液が口の中に漏れてしまうので、
治療する歯以外をラバーで覆って、清潔に安全に治療する
ために行います。このとき実際の診療場面を想定して、確
実に、そして清潔に器具を操作することの大切さを学んでも
らいます」と湯本先生。

「模型実習でいろんな失敗をしたらいいと
思います。初めから全て上手く行える人は
いませんし、失敗からその原因や理由を学
ぶことの方が多く、何が重要で、何に注意
しなければならないかなどのポイントに気付
くはずですから」と話す湯本浩通先生。湯
本先生は歯学系OSCEの実施責任者で
もあります。

成石先生。模型実習には44名の学生が参加。今回の歯内療法学に加
えて、歯石除去や歯周外科治療などの「歯周治療学」もあり、計13回の
実習を担当しています。

ライターの先生方。写真左から生田貴久先生、木戸理恵先生、成石先
生、植村勇太先生、秋月皆人先生。

小さい金具がたくさん。実習
中、誤って落としても、手で
とってはダメなんだとか。思わ
ず手で摘まんでしまいそうに
なりますが、不潔なので絶対
NG。実習ではこうした一挙
手一投足から教わります。
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「
楽
し
か
っ
た
の
は
や
っ
ぱ
り
部

活
」。
活
動
に
制
限
は
あ
っ
た
も
の
の
、

思
い
出
深
い
時
間
を
過
ご
せ
た
様
子
。 

仁
木
さ
ん
は
弓
道
部
。
コ
ロ
ナ
禍
で

な
ん
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
試
合
が
行
わ

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

「
バ
レ
ー
や
バ
ス
ケ
と
違
っ
て
、
弓
道

は
的
に
当
て
た
数
を
競
う
の
で
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
対
戦
も
可
能
で
す
。
3
年

生
に
な
っ
て
か
ら
は
蔵
本
の
弓
道
場
と

他
校
を
繋
い
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
試
合
も

行
い
ま
し
た
」。

弓
道
は
中
学
生
の
頃
か
ら
続
け
て
い

て
、
徳
島
城
博
物
館
で
行
わ
れ
て
い
る

「
徳
島
城
射
初
め
演
武
」
に
も
出
演
し

た
そ
う
で
す
。

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
部
に
所
属
す
る
松

村
さ
ん
。
最
近
よ
う
や
く
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
が
落
ち
着
き
、

〝
全
国
各
地
を
旅
す
る
〞
と
い
う
本
来

の
活
動
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

「
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
ら
…
」
と
希

望
を
も
っ
て
、
旅
の
企
画
も
立
て
て
い

た
そ
う
で
す
が
、
丸
一
年
、
ど
こ
へ
も

行
け
ず
、
週
に
2
回
の
活
動
日
は
業
務

の
引
き
継
ぎ
を
し
た
り
、
体
力
づ
く
り

を
兼
ね
て
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
し
て
過

ご
し
ま
し
た
。

部
員
は
現
在
15
名
。
3
年
生
が
い
た

と
き
は
21
人
だ
っ
た
の
で
、
活
動
が
ス

ポ
ー
ツ
の
日
に
は
チ
ー
ム
に
分
れ
て
対

戦
す
る
こ
と
も
。
と
く
ぎ
ん
ト
モ
ニ
プ

か
つ
て
徳
島
藩
の
藩
主
が
一
年
の
無

事
と
武
運
長
久
を
祈
り
、
射
初
め
し
た

こ
と
に
由
来
し
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
行
事
で
、
こ
の
行
事
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
る
「
新
成
人
記
念
射
会
」
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
か
。
そ

の
年
の
新
成
人
の
弓
道
経
験
者
、
ま
た

は
日
弓
連
有
段
者
を
対
象
に
、
男
女
5

人
ず
つ
が
参
加
で
き
る
貴
重
な
機
会
に

振
り
袖
袴
姿
で
参
加
で
き
、
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

お
話
を
伺
っ
た
の
は
部
活
も
引
退
し
、

「
そ
ろ
そ
ろ
卒
論
の
テ
ー
マ
を
決
め
よ

う
か
…
」
と
い
う
時
期
で
し
た
が
、
仁

木
さ
ん
は
ま
だ
決
め
か
ね
て
い
ま
し
た
。

「
口
腔
保
健
学
科
は
歯
科
衛
生
士
と
社

ラ
ザ
を
借
り
て
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
た

り
、
徳
島
城
公
園
を
走
っ
た
り
、
そ

れ
は
そ
れ
で
楽
し
か
っ
た
そ
う
で
す

が
、「
こ
の
前
、
3
年
生
の
引
退
の
会

で
B
B
Q
を
し
た
ん
で
す
が
、
そ
の

と
き
先
輩
か
ら
旅
行
に
行
っ
た
と
き
の

話
を
聞
い
て
、『
い
い
な
〜
』
っ
て
思

い
ま
し
た
」。

先
輩
達
が
後
輩
に
語
っ
た
旅
の
思
い

出
は
、「
珍
し
い
と
こ
ろ
へ
行
っ
た
」

と
か
「
名
物
を
食
べ
た
」
と
い
う
こ
と

よ
り
も
、「
移
動
中
の
車
内
で
の
会
話
」

に
つ
い
て
。「
そ
う
い
う
些
細
な
こ
と

が
一
番
印
象
に
残
る
ん
だ
」
と
、
こ
の

部
活
の
本
当
の
楽
し
さ
に
気
付
い
た
と

い
い
ま
す
。

会
福
祉
士
と
の
両
方
の
資
格
が
取
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
将
来
の
選
択
肢
も
広
く
、

ま
だ
迷
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」。

口
腔
保
健
学
科
を
選
ん
だ
の
は
、
少

人
数
制
で
細
か
く
教
え
て
も
ら
え
る
か

ら
。
ク
ラ
ス
は
15
人
で
、
み
ん
な
仲
が

よ
く
、
一
緒
に
話
を
し
て
い
る
と
き
が

一
番
楽
し
い
と
い
い
ま
す
。
3
年
前
期

は
2
週
間
、
毎
日
2
科
目
ず
つ
テ
ス
ト

が
あ
り
、
こ
れ
に
実
技
テ
ス
ト
も
加

わ
っ
て
大
変
だ
っ
た
そ
う
。「
集
中
力

も
必
要
で
す
が
、
け
っ
こ
う
体
力
も
使

う
ん
で
す
よ
」。

学
生
生
活
の
根
底
に
、
長
年
続
け
て

き
た
弓
道
が
活
き
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

長
い
旅
は
10
日
間
。
旅
の
プ
ラ
ン
は

各
自
が
3
つ
、
4
つ
行
き
た
い
と
こ
ろ

を
提
案
し
、
そ
れ
を
話
し
合
っ
て
、
み

ん
な
の
意
見
が
入
っ
た
企
画
書
を
作
る

と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
す
。
1
泊
2
日
の

短
い
旅
も
あ
り
ま
す
が
、
た
っ
た
数
日

の
旅
で
も
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
な
か
な
か
時
間
通
り
い
か
な

い
の
が
難
し
い
と
こ
ろ
。
ど
の
ル
ー
ト

で
行
く
か
、
計
画
を
た
て
る
の
も
面
白

い
そ
う
。

直
近
の
旅
行
は
春
休
み
。
松
村
さ
ん

は
温
泉
好
き
な
の
で
、「
ユ
ー
ス
に
入
っ

て
い
る
間
に
一
回
は
温
泉
に
行
き
た
い
。

下
呂
温
泉
と
か
行
き
た
い
で
す
ね
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

My Life Situation
● 部活 ： ユースホステル ● アルバイト ： 居酒屋
● 趣味 ： 映画

歯学部 口腔保健学科 3年　
仁木 希美 （にき のぞみ）

理工学部 理工学科 1年　
松村 十騎 （まつむら とうき）

中学時代から続けた弓道
コロナ禍ではオンライン試合も行いました

ユースに入っている間に一回は、
温泉旅行を企画したいです

研究や課外活動、サークルやアルバイトなど、どのような
学生生活を送っているのか、今、がんばっていることや
たくさんの人に知って欲しい情報をお届けします。

My Campus Life

1年生の時に撮った学科の集合写真。テスト後に学科のメンバー
で花火をしたときの写真。

BBQの様子。OBの人が作ってくれたケーキを食べ
ている写真。

振り袖袴姿で「新成人記念射会」に参加した仁木さん。京都の三十三間
堂で行われる弓の引き初め『大的全国大会』にも出たかったそうですが、こち
らはコロナ禍で中止になってしまったそうです。

秋合宿の様子（勝浦町さかもと里で）。最初からユースホステル部に入ろう
とは思っていなかったそうですが、Zoomなどのオンライン面談を重ね、「い
い人が多そう」と入部を決めたそうです。

My Life Situation
● 部活 ： 弓道部
● 趣味 ： 映画（特に細田守監督作品）
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い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
、
2
週

間
ほ
ど
コ
ン
ビ
ニ
で
お
弁
当
を
買
っ

て
い
ま
し
た
。 

少
し
日
本
の
生
活
に

慣
れ
て
き
た
と
き
で
も
、
食
べ
物
を
注

文
す
る
と
き
に
は
「
こ
れ
、
こ
れ
」
と

い
っ
た
簡
単
な
言
葉
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

を
使
っ
て
い
ま
し
た
。 

子
ど
も
の
よ

う
な
行
動
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
苦

し
く
て
も
新
鮮
で
、
お
も
し
ろ
い
時
間

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

人
た
ち
が
研
究
や
仕
事
を
し
て
い
る
姿

を
見
る
と
き
、
3
年
間
の
シ
ン
プ
ル
で

静
か
な
生
活
が
い
か
に
貴
重
な
も
の
で

あ
る
か
を
実
感
し
、
心
が
穏
や
か
に
な

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
私
の
「
留
学
人

生
」
の
中
で
あ
た
た
か
く
て
大
切
な
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
が
日
本
へ
の
留
学
を
選
ん
だ
理
由

は
、
専
門
を
研
究
す
る
こ
と
、
国
際
交

流
を
す
る
こ
と
、
文
化
背
景
の
違
う
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ

と
で
す
。
中
国
で
は
歯
学
が
ま
だ
発
展

途
上
の
段
階
に
あ
り
ま
す
が
、
日
本
は

世
界
で
も
先
進
的
な
水
準
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
日
本
は
ア
ジ
ア
で
最
も
発
展
し

た
国
の
一
つ
で
、
言
語
、
科
学
、
文
化

に
お
い
て
も
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
、
私
は
専
門
の
知
識

だ
け
で
な
く
、
文
化
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
学
び
た
い
と
思
い
、
日
本
に
留

学
し
ま
し
た
。
大
学
院
修
了
後
は
、
日

本
で
習
得
し
た
歯
科
教
育
や
歯
科
研
究

に
関
す
る
知
識
と
技
術
を
中
国
で
活
用

し
、
臨
床
歯
科
医
か
歯
科
研
究
教
育
者

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
患
者

さ
ん
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
安
心

や
喜
び
を
与
え
る
こ
と
、
あ
る
い
は
基

礎
研
究
で
画
期
的
な
発
見
を
す
る
こ
と

が
、
私
の
今
の
夢
で
す
。
そ
し
て
、
中

国
の
歯
科
医
学
の
発
展
と
日
中
間
の
国

際
交
流
の
推
進
に
微
力
な
が
ら
貢
献
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
夢
に
向

か
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
が
ん

ば
る
つ
も
り
で
す
。

私
に
と
っ
て
、
徳
島
は
親
し
み
や
す

く
、
思
い
出
深
い
と
こ
ろ
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
3
年
間
、
先
生
方
や
友
だ
ち

を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
に
た
く
さ
ん

助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
貴
重
な
優
し
さ
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

今
の
私
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

出

会
え
た
全
て
の
人
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

日
本
に
留
学
し
て
、
も
う
3
年
が
経

ち
ま
し
た
。
こ
の
3
年
間
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
多
く
の
素
敵
な
こ
と
が
思

い
浮
か
び
ま
す
。
留
学
前
に
い
ろ
い
ろ

準
備
を
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

徳
島
に
来
た
ば
か
り
の
頃
は
言
葉
や
生

活
習
慣
の
違
い
か
ら
、
大
き
な
不
安
を

感
じ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

思
い
返
す
と
笑
え
る
例
で
す
が
、
レ
ス

ト
ラ
ン
で
上
手
に
料
理
を
注
文
で
き
な

少
し
ず
つ
徳
島
で
の
生
活
に
慣
れ
て

く
る
と
、
当
初
の
不
安
は
あ
た
た
か
さ

と
喜
び
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
大

学
の
先
生
や
友
だ
ち
か
ら
受
け
た
優
し

さ
や
配
慮
、
友
だ
ち
と
の
イ
チ
ゴ
狩
り

や
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
仕
事
が
終
わ
っ
た

後
の
飲
み
会
な
ど
、す
べ
て
が
私
を「
成

長
」
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
毎
日
、
朝

日
や
夕
日
を
追
い
な
が
ら
徳
島
の
街
を

自
転
車
で
走
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
い
る

友達とイチゴ狩り（筆者：最前列左側）

医局の同期の皆さんと一緒に
（筆者：左端）

第57回四国歯学会でのポスター発表

徳島から人生の再出発

大学院口腔科学教育部 博士課程 3年

夏 霖泽 （シャア リンゼ）［中国］

My Life in Tokushima

今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
で
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
学
び
を
体
験
し

新
し
い
気
づ
き
を
得
る
こ
と
出
来
ま
し

た
。
そ
し
て
、
英
会
話
を
学
ぶ
だ
け
な

ら
現
地
で
の
留
学
よ
り
も
オ
ン
ラ
イ
ン

留
学
の
方
が
良
い
の
で
は
!?
と
も
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
を
始
め
る
前
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
が
始
ま
っ
て
し
ば

ら
く
経
っ
た
頃
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

こ
そ
〝
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
が
問
わ
れ
る
〞
と
い
う
こ

と
を
感
じ
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
自
分

の
力
不
足
を
痛
感
し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ

イ
ン
の
留
学
で
は
、
勇
気
を
出
し
て

ミ
ュ
ー
ト
を
外
し
て
話
し
出
さ
な
い
と

始
ま
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
積
極
的
に

発
言
し
な
い
と
指
名
さ
れ
る
ま
で
黙
っ

て
い
る
だ
け
で
は
発
言
の
機
会
が
得
ら

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
英
語
を
聞
き
取

と
る
の
が
や
っ
と
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど

話
す
の
が
怖
く
な
っ
て
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
話
し
始
め
る
と
み
ん
な
が

聞
い
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
正
し
い
文
法

で
、
正
し
い
こ
と
を
言
わ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
さ
ら
に

話
し
始
め
る
勇
気
を
持
つ
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
最
初
の
方
は
う
ま
く

伝
え
ら
れ
ず
た
く
さ
ん
悔
し
い
思
い
を

し
ま
し
た
が
留
学
先
の
現
地
の
先
生
方

に
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
、
英
語

が
堪
能
な
海
外
の
友
人
た
ち
の
ブ
レ
ー

ズ
を
真
似
し
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
で
す

が
、
英
語
を
聞
き
取
り
、
さ
ら
に
自
分

の
思
っ
た
こ
と
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。（
オ
ン
ラ
イ
ン
な
の
で
途
中

で
辞
書
を
引
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
笑
）

そ
し
て
私
が
こ
の
留
学
を
通
し
て
も
う

一
つ
学
ん
だ
こ
と
は
、〝
画
面
の
中
で
伝

え
る
力
〞
で
す
。
対
面
で
会
話
す
る
場

合
は
、
分
か
ら
な
い
時
、
下
を
向
い
て

誤
魔
化
し
た
り
、
指
で
指
示
し
た
り
と
、

言
語
化
せ
ず
に
伝
え
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
し
か
し
、
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
の
中
で

で
き
る
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
は
限
ら
れ
て
い
る

の
で
、
伝
え
た
い
こ
と
を
言
葉
に
し
な

い
と
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
私
は
よ
り
簡
単

な
例
を
出
し
な
が
ら
説
明
す
る
こ
と
で
、

自
分
の
思
っ
て
い
る
こ
と
を
相
手
に
伝

え
る
努
力
を
し
ま
し
た
。

こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
を
や
っ
て
み

て
、
現
地
に
行
く
だ
け
が
留
学
で
は
な

く
、
こ
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
学

び
の
形
が
あ
る
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

今
回
こ
の
留
学
の
機
会
を
く
だ
さ
っ
た

両
親
や
先
生
方
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

将
来
留
学
す
る
希
望
を
叶
え
る
た
め
の

準
備
程
度
に
考
え
て
い
ま
し
た
。
海
外

に
行
け
ば
、
現
地
の
雰
囲
気
を
感
じ
た

り
、
そ
の
国
の
文
化
も
合
わ
せ
学
ぶ
こ

と
が
出
来
ま
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学

で
は
日
常
生
活
と
の
切
り
替
え
が
難
し

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
心
配
も
あ
り

ま
し
た
。

理工学部 理工学科 1年

伊藤 沙緒⼦ （いとう さおこ）

留学先 ： 南イリノイ大学・アメリカ合衆国

ミュートを外す勇気

オンライン留学生交流会の様子

伊藤さんが活用した制度はこちら

グローバルパーソン集中プログラム
（GRIP, Global person Resources Intensive Program）

自国及び他国の文化・歴史を理解し、外国語による高いコミュニケーション能力を持っ
て、多様な人と協働できる「グローバルパーソン」の育成を目的とする集中プログラム。
伊藤さんはこのプログラム（GRIP）の1期生として、オンライン留学に参加しました。
GRIPの内容は、毎回変わりますが、1期生は以下のような内容でした。

●英会話集中講座 ●グローバル講演会 ●アメリカ・南イリノイ大学（SIU）と
共同で開発する4週間のオンライン留学への参加 ●日本語文化講座

GRIP修了者には、南イリノイ大学のオンライン留学費用等全額相当分（約6万円）を支給。
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よく眠れていますか?

自
己
紹
介

私
は
徳
島
大
学
で
博
士
（
薬
学
）
の

学
位
を
取
得
後
、
米
国
で
博
士
研
究
員

を
し
た
の
ち
教
務
員
と
し
て
徳
島
大
学

に
戻
り
、
助
教
お
よ
び
講
師
を
経
て

2
0
2
0
年
よ
り
福
山
大
学
薬
学
部

の
教
授
を
し
て
い
ま
す
。
本
誌
の
読
者

の
中
に
は
将
来
あ
る
若
い
方
が
多
く
お

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
皆

様
が
自
身
の
将
来
を
考
え
る
上
で
、
本

稿
が
何
ら
か
の
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

な
ぜ
大
学
教
員
に
な
っ
た
の
か
？

唐
突
で
す
が
、
皆
様
は
推
理
小
説
を

読
み
ま
す
か
？ 

私
は
「
横
溝
正
史
と
ア

ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
―
が
薬
学
関
係
者
な

の
だ
か
ら
薬
学
部
へ
行
く
し
か
な
い
」
と

思
っ
て
進
路
を
決
め
た
く
ら
い
、
推
理
小

説
を
よ
く
読
み
ま
す
。
推
理
小
説
に
は

様
々
な
探
偵
が
登
場
し
ま
す
。
彼
ら
の

仕
事
は
証
拠
を
集
め
て
推
理
し
、
犯
人

を
指
摘
す
る
こ
と
で
す
。
研
究
者
の
仕

事
も
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
実
験
結
果
を
整

理
し
て
考
察
し
、
新
し
い
も
の
ご
と
を
発

見
し
ま
す
。
し
か
も
探
偵
と
違
い
、
成

果
は
人
類
の
役
に
立
つ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
、
探
偵
は
犯
人
が
作
っ
た

作
品
（
？
）
の
解
説
者
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、

研
究
者
は
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
も
の
を

発
明
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
そ
う
考

え
る
と
、
研
究
者
と
い
う
の
は
推
理
小

説
好
き
に
と
っ
て
天
職
だ
と
思
っ
た
の

が
、
私
が
こ
の
職
を
目
指
し
た
き
っ
か
け

で
す
。
こ
の
よ
う
な
自
由
す
ぎ
る
理
由

で
研
究
者
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
わ
け
で
す

か
ら
研
究
内
容
も
自
分
で
決
め
た
い
と

思
い
、
企
業
研
究
者
よ
り
比
較
的
自
由

度
の
高
い
大
学
教
員
に
な
る
こ
と
を
決

意
し
ま
し
た
。

大
学
教
員
の
仕
事
と
や
り
が
い

大
学
教
員
に
な
る
と
研
究
を
堪
能
で

き
た
の
は
予
測
通
り
で
し
た
が
、
そ
れ

以
外
に
も
多
く
の
仕
事
が
あ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
講
義
や
研
究
室
の
管
理

に
加
え
、
大
学
や
学
部
の
運
営
、
入
試

の
作
題
、
研
究
費
獲
得
か
ら
発
注
や
事

務
書
類
の
作
成
ま
で
、
内
容
は
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。
研
究
・
教
育
以
外
の
業

務
に
も
か
な
り
の
時
間
と
労
力
を
割
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
仕
事
は

学
生
が
よ
り
よ
い
教
育
を
受
け
、
研
究

に
没
頭
す
る
た
め
の
環
境
を
整
え
る
こ

と
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
と
し
て
研
究
の
楽
し
さ
を
共
有

で
き
る
学
生
が
育
つ
か
も
し
れ
な
い
と

考
え
る
と
、
大
学
教
員
と
は
単
に
研
究

を
堪
能
で
き
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

楽
し
さ
を
次
世
代
に
伝
え
、
さ
ら
に
自

身
を
越
え
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
も
可

能
な
、
非
常
に
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
私
が

徳
島
大
学
か
ら
転
出
す
る
際
、
当
時
上

司
だ
っ
た
大
髙 

章
先
生
よ
り
「
人
を

育
て
な
さ
い
」
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。大
学
教
員
と
は
単
に
研
究
・

教
育
な
ど
の
業
務
を
漫
然
と
行
う
の
で

は
な
く
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
人
を
育
て

る
こ
と
こ
そ
が
使
命
な
の
だ
と
、
よ
う

や
く
最
近
分
か
っ
て
き
た
気
が
し
て
い

ま
す
。

読
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

本
稿
で
は
私
が
大
学
教
員
に
な
っ
た

経
緯
と
仕
事
内
容
、
や
り
が
い
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
た
。
私
は
、
読
者
全
員

に
大
学
教
員
を
目
指
し
て
欲
し
い
と

思
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
が
願
う
の
は
、
ぜ
ひ
若
い
う
ち
に
い

ろ
い
ろ
な
人
の
話
を
聞
き
本
を
読
み
、

将
来
何
に
な
り
た
い
か
を
よ
く
考
え
、

そ
の
夢
を
実
現
し
て
欲
し
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
本
雑
文
が
そ
の
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
望
外
の
幸
せ
で
す
。

な
い
、
の
う
ち
1
つ
以
上
が
週
3
回
以

上
あ
り
そ
れ
が
一
か
月
以
上
続
く
場
合

は
不
眠
症
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

健
康
の
た
め
に
は
睡
眠
に
よ
る
十
分

な
休
息
が
必
要
で
す
。
私
た
ち
が
毎
日

だ
い
た
い
同
じ
時
刻
に
眠
り
、
同
じ
時

刻
に
目
覚
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
体

内
時
計
の
働
き
に
よ
り
ま
す
。
体
内
時

計
が
う
ま
く
働
け
ば
快
眠
で
き
ま
す

が
、
う
ま
く
働
か
な
い
と
寝
つ
き
が

悪
く
な
り
ぐ
っ
す
り
眠
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
体
内
時
計
を
う
ま
く
働
か
せ

る
コ
ツ
は
朝
起
き
る
時
刻
を
一
定
に
す

る
こ
と
で
す
。
大
学
生
に
な
っ
て
か
ら

生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
て
い
る
人
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
学
生
は

曜
日
に
よ
っ
て
起
き
る
時
間
が
ま
ち
ま

ち
に
な
り
が
ち
で
す
。
さ
ら
に
試
験
前

に
徹
夜
を
し
た
り
、
シ
フ
ト
制
で
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
た
り
、
夜
遅
く
ま
で
ネ
ッ

ト
や
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
休
日
は
昼
ま

で
寝
て
い
た
り
と
生
活
リ
ズ
ム
を
崩
し

が
ち
で
す
が
、
毎
日
同
じ
時
刻
に
起
き

る
こ
と
を
習
慣
に
す
る
こ
と
で
体
内
時

計
の
働
き
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
就
眠
前
に
寝
床
で
ス
マ
ホ
を

み
て
い
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

夜
は
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
の
光
を
浴
び

る
こ
と
を
避
け
、
反
対
に
朝
は
日
光
を

浴
び
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
ま
た
、
寝

床
に
入
っ
て
も
眠
れ
な
い
と
き
は
い
っ

た
ん
寝
床
を
出
て
、
眠
気
を
覚
え
て
か

ら
再
度
寝
床
に
就
く
方
が
よ
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
眠
た
く
な
い
の
に
無
理
に

眠
ろ
う
と
す
る
と
焦
り
が
で
て
緊
張
が

高
ま
る
た
め
目
が
さ
え
て
一
層
眠
れ
な

く
な
る
か
ら
で
す
。

健
康
な
睡
眠
で
は
レ
ム
睡
眠
と
ノ
ン

レ
ム
睡
眠
と
い
う
性
質
の
異
な
る
睡
眠

が
周
期
的
に
現
れ
ま
す
。
レ
ム
睡
眠
は

眠
っ
て
い
る
と
き
に
眼
球
が
素
早
く

動
く
こ
と
（Rapid eye m

ovem
ent；

REM
)

か
ら
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
レ

ム
睡
眠
は
浅
い
眠
り
で
、
体
は
寝
て
い

て
も
脳
は
活
発
に
働
い
て
お
り
こ
の
時

に
夢
を
見
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
眠
り

に
つ
く
と
ま
ず
深
い
眠
り
で
あ
る
ノ
ン

レ
ム
睡
眠
に
入
り
ま
す
。
ノ
ン
レ
ム
睡

眠
で
は
大
脳
は
休
息
を
取
っ
て
お
り
、

こ
の
深
い
眠
り
を
し
っ
か
り
取
れ
る
こ

と
が
質
の
良
い
睡
眠
の
た
め
に
重
要
で

す
。
そ
の
後
は
だ
い
た
い
90
分
周
期
で

深
い
眠
り
と
浅
い
眠
り
を
4
〜
5
回
繰

り
返
し
ま
す
が
、
朝
が
近
づ
く
に
つ
れ

て
深
い
眠
り
は
始
め
の
周
期
よ
り
も
浅

く
な
り
レ
ム
睡
眠
の
比
率
も
増
え
ま
す
。

睡
眠
リ
ズ
ム
を
整
え
る
よ
う
に
生
活

習
慣
を
改
善
し
て
も
眠
れ
な
い
と
き

は
、
何
ら
か
身
体
疾
患
や
精
神
疾
患
が

関
与
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の

で
、
睡
眠
障
害
を
専
門
と
す
る
診
療
科

を
受
診
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

「
布
団
に
入
っ
て
も
な
か
な
か
眠
れ

な
い
」「
夜
中
に
目
が
覚
め
て
再
び
眠

る
こ
と
が
で
き
な
い
」「
朝
暗
い
う
ち

か
ら
目
が
覚
め
て
し
ま
う
」「
ぐ
っ
す

り
眠
れ
た
気
が
し
な
い
」
こ
の
よ
う
な

睡
眠
の
悩
み
を
持
つ
人
は
い
ま
せ
ん

か
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
不
眠
の
症
状

で
す
。
睡
眠
障
害
に
は
不
眠
症
、
過
眠

症
、
睡
眠
時
無
呼
吸
、
レ
ム
睡
眠
行
動

異
常
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
多
く
の
人
が
経
験
す
る
の
は
不

眠
で
す
。
一
過
性
の
不
眠
は
誰
に
で
も

あ
り
ま
す
が
、
①
寝
入
る
ま
で
に
60
分

以
上
か
か
る
、
②
夜
中
に
2
回
以
上
目

が
覚
め
る
、
③
望
む
時
刻
よ
り
2
時
間

以
上
早
く
目
が
覚
め
る
、
④
熟
眠
感
が

キャンパスライフ健康支援センター 
アクセシビリティ支援部門長

住谷 さつき （すみたに さつき）

実験室 新配属生らとの集合写真 当研究室は10階にあります

徳
島
大
学
を
卒
業
し
て
大
学
教
員
に
な
る

職業） 福山大学薬学部薬学科 教授
略歴） 1999年 徳島大学薬学部製薬化学科 卒業
         2004年 同大学大学院薬学研究科博士後期課程 修了
         2004年 スクリプス研究所化学科 博士研究員
         2005年 徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部 教務員
         2007年 同 助教
         2013年 同 講師
         2015年 徳島大学大学院医歯薬学研究部 講師
                     （改組に伴う所属名称の変更）
         2020年 福山大学薬学部薬学科 教授
         現在に至る。この間、2012～2015年 JSTさきがけ研究者

福
山
大
学 

薬
学
部

重
永 

章  （
し
げ
な
が 

あ
き
ら
）

睡眠の深さ

覚醒

時間

レム
睡眠

ノンレム
睡眠

1

2

3

4

0 1 2 3 4 5 6 7

一晩の睡眠経過

・レム睡眠 → からだの睡眠
・ノンレム睡眠 → 脳の睡眠
　第1・第2段階 → 浅い睡眠、紡錘波睡眠
　第3・第4段階 → 深い睡眠、徐波睡眠
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部活
■  火・水・木曜日 6：00～8：00、土・日曜日6：00～9：00または9：00～12：00
■  場所 ： 総合運動場
■  入部方法 ： 練習見学
■  Twitter ： @tokushimalax
■  WEB ： https://tokushimalax16.jimdofree.com/

部活
■  第1・3土曜日、第2・4日曜日の週1回
■  場所 ： 生見海岸・内妻海岸など
■  入部方法 ： 体験会参加
■  Instagram ： @tokudaisurfingclub

部活
■  週一回のミーティング
   （現在は土曜日20：00～）
    月一回程度のイベント開催
■  入部方法 ： Twitterまたはメールアドレス
   にて連絡
■  Twitter ： @awabibliotu
■  メールアドレス ： awabiblio＠gmail.com

※現在はオンラインで活動中。ビブリオバトルは社会人の参加、観戦も歓迎。詳しくはTwitterをチェック。
   2021年、BoY2021（Bibliobattle of the Year）特別賞を受賞。

年間行事
  5月　関西遠征 / 確定新歓
  8月　リーグ戦開幕
  9月　新人戦サマーステージ
11月　大学選手権二地区予選 / 学祭
12月　新人戦ウィンターステージ
  2月　鹿島遠征
  3月　追いコン

年間行事
  4月　新歓※

  5月　中国四国学生柔道優勝大会
  6月　確定新歓※

  7月　四国地区大学総合体育大会
          全国国立大学柔道優勝大会
  8月　中国四国学生柔道体重別大会
　　　バーベキュー※

11月　四国国立大学学生柔道大会
12月　クリスマスパーティー※

  1月　新年会※

  3月　卒業旅行※ / 追いコン※ / 卒部式
※2021年の大会については、10月に中国四国学生柔道体重別大会のみ開催

年間行事
  4月　新入生歓迎会
  5月　ビーチクリーン / 四国の右下サーフィン大会
  6月　東洋町杯
  9月　夏合宿
10月　四国の右下サーフィン教室
12月　四万十合宿 / クリスマスパーティー
  2月　冬合宿
  3月　追いコン

年間行事
  5月　新入生歓迎会
  6月　ビブリオバトル
  7月　漫画ビブリオバトル
10月　大学ビブリオバトル
　　　オンライン大会2021予選会
11月　読書会
12月　ビブリオバトル
  2月　ビブリオバトル

部長アピール
早朝から体を動かすことで、一日が気持ちよ
くスタートでき、夕方はバイトに行くなど、時間
を有効活用できます。大学から始めた人がほ
とんどなので、初心者の入部も大歓迎！メン
バーはみんな明るく、仲がいいので、興味の
ある人は見学に来てみてください。

部長アピール
経験者だけでなく、初心者でも入部大歓迎！
マネージャー急募中です!! 「柔道に興味は
あるけどいきなり始めるのは不安だなあ…」と
思っているそこのあなた！ マネージャーから始
めてみませんか!？ 実際にマネージャーから選
手になった子も数名いるんですよ！そして徳島
大学の柔道部、実は「隠れツーリング部」！ バ
イク好きの部員が多いんです…（笑）。柔道
部に入れば楽しい大学生活になること間違
いなし！あなたの入部を部員一同、心よりお待
ちしています!!

部長アピール
自然に恵まれた徳島はサーフィンをするのに
絶好の環境です！年間行事に書いているこ
と以外にもたくさんイベントに参加しており、
サーフィンの楽しさをぜひ知って欲しいので
興味がある方は連絡をお待ちしております。

部長アピール
ビブリオバトルはバトラー（発表者）がおすす
め本を1人5分の持ち時間で紹介した後、
バトラーと観客が一緒に読みたくなった本

「チャンプ本」を決定します。自分の言葉の
みで5分間本のプレゼンを行うため、プレゼ
ン能力の向上が見込めます。また各々が好
きな本について語るため、普段は手にしない
本に出会うこととなり、自分の世界を広げる
きっかけになります。本が好きな人、話すの
が好きな人に特におすすめです。気軽に連
絡お願いします。

部長
舛田 知佳⼦（ますだ ちかこ）

総合科学部 社会総合科学科 3年

主将
岡井 龍真（おかい りょうま）

理工学部 理工学科 3年

主務
川添 杏奈（かわぞえ あんな）

生物資源産業学部 生物資源産業学科 3年

部長
高山 昌士（たかやま まさし）

理工学部 理工学科 3年

部長
小井 優萌那（こい ゆめな）

医学部 医科栄養学科 2年

女子ラクロス部

常三島
柔道部

サーフィン部

阿波ビブリオ
バトルサポーター

サークル紹介 ［取材］

部活
■  月曜日・木曜日　
   18：00～20：00（通常）、
   土曜日・祝日17：00～19：00
■  場所 ： 常三島キャンパス体育館武道場
■  入部方法 ： 練習見学、DM
■  Twitter ： @judo_josan
■  Instagram ： judo_tokudai_josan
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2
0
2
1
年
度
後
期
日
本
語
研
修

コ
ー
ス
開
講
式
を
開
催
し
ま
し
た

徳
島
大
学
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

オ
フ
ィ
ス
（
高
等
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

国
際
教
育
推
進
班
）
は
、
10
月
5
日
、

2
0
2
1
年
度
後
期
日
本
語
研
修

コ
ー
ス
開
講
式
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
の
コ
ー
ス
は
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
モ
ロ
ッ
コ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

モ
ン
ゴ
ル
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、

イ
ン
ド
か
ら
、
合
わ
せ
て
11
名
の
留
学

生
が
受
講
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

開
講
式
で
は
、
教
育
担
当
の
河
村
理

事
・
副
学
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
出
席

者
の
紹
介
が
あ
り
、
受
講
者
そ
れ
ぞ
れ

が
日
本
語
を
使
っ
て
名
前
と
出
身
国
、

専
門
分
野
に
つ
い
て
簡
単
な
自
己
紹
介

を
行
い
ま
し
た
。
最
後
に
、
鳴
門
教
育

大
学
の
小
澤
副
学
長
に
ご
挨
拶
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授

業
で
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
オ

フ
ィ
ス
は
受
講
者
全
員
が
無
事
に
来
日

し
、
本
学
で
対
面
の
授
業
に
参
加
で
き

る
日
が
来
る
よ
う
に
、
支
援
を
し
て
い

き
ま
す
。

海
外
特
別
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
徳
島
大
学
で
は
、
テ
ク
ニ
オ
ン

–

イ

ス
ラ
エ
ル
工
科
大
学
と
の
国
際
連
携

事
業
の
一
環
と
し
て
、
10
月
7
日
に

2
0
0
4
年
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受

賞
さ
れ
た
テ
ク
ニ
オ
ン

–

イ
ス
ラ
エ
ル

工
科
大
学
の
特
別
研
究
教
授
で
あ
る 

A
aron C

iechanover 

教
授
を
講

師
に
お
招
き
し
、
海
外
特
別
講
演
会
を

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
し
ま
し
た
。

本
講
演
会
は
、
大
学
関
係
者
、
徳
島

県
の
教
諭
・
高
校
生
、
県
内
企
業
等
の

研
究
者
を
含
む
2
0
8
名
の
方
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
、「Personaliz

ed M
edicine

（
個
別
化
医
療
）」
に

つ
い
て
聴
講
し
ま
し
た
。

徳
島
大
学
で
は
、
今
後
も
海
外
か
ら

講
師
を
お
招
き
し
、
学
内
だ
け
で
は
な

く
、
県
内
の
皆
様
に
も
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
様
々
な
分
野
の
講
演
会
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
本
講
演
会
は
、
内
閣
府
地
方

大
学
・
地
域
産
業
創
生
交
付
金
事
業
：

徳
島
県
「
次
世
代
〝
光
〞
創
出
・
応
用

に
よ
る
産
業
振
興
・
若
者
雇
用
創
出
計

画
（
通
称
：
次
世
代
ひ
か
り
ト
ク
シ
マ
）」

の
取
組
事
業
に
お
い
て
、
テ
ク
ニ
オ
ン

と
の
連
携
強
化
の
一
環
と
し
て
開
催
し

ま
し
た
。

令
和
3
年
秋
の
叙
勲 

本
学
関
係
者

の
受
章
が
決
定
し
ま
し
た

令
和
3
年
秋
の
生
存
者
叙
勲
を
次
の

方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

瑞
宝
単
光
章

鈴
木 

元
子 

元
徳
島
大
学
病
院
副
看
護
部
長

看
護
業
務
功
労

瑞
宝
双
光
章

庄
野 

和
子 

元
徳
島
大
学
医
学
部
・
歯
学
部

附
属
病
院
診
療
支
援
部
臨
床
検
査
技
師
長

保
健
衛
生
功
労

J
R
四
国
主
催
の
旅
行
企
画
コ
ン
ペ

で
、総
合
科
学
部
学
生
が
金
賞・銀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た

徳
島
大
学
、
香
川
大
学
、
愛
媛
大
学
、

高
知
大
学
と
四
国
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

（
J
R
四
国
）
は
、
2
0
1
7
年
9

月
に
四
国
の
地
域
活
性
化
を
目
的
と
し

て
、
地
域
振
興
・
観
光
振
興
・
人
材
育

成
に
つ
い
て
連
携
協
力
す
る
協
定
を
締

結
し
、
地
域
に
人
を
呼
ぶ
旅
行
プ
ラ
ン

の
企
画
を
進
め
て
お
り
、
各
大
学
の
学

生
が
地
域
の
資
源
を
調
査
し
、
そ
れ
を

地
域
振
興
や
観
光
振
興
の
素
材
と
し
て

付
加
価
値
を
与
え
、
J
R
四
国
が
旅

行
商
品
と
し
て
市
場
展
開
を
行
う
「
地

域
観
光
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

こ
の
取
組
の
成
果
発
表
と
最
終
審
査

会
が
令
和
3
年
9
月
24
日
に
開
催
さ

れ
、
各
大
学
の
学
内
選
考
で
選
出
さ
れ

た
2
チ
ー
ム
、
計
8
チ
ー
ム
の
学
生
が

観
光
ツ
ア
ー
の
プ
ラ
ン
を
発
表
し
ま
し

た
。
J
R
四
国
及
び
産
官
学
の
関
係

者
に
よ
る
審
査
の
結
果
、
総
合
科
学
部

の
美
郷
チ
ー
ム
に
よ
る
「『
食
』
を
通

し
た
空
き
家
活
用
の
提
案
」
が
最
優
秀

の
金
賞
、
出
羽
島
班
に
よ
る
「
出
羽
島

生
活
体
験
ツ
ア
ー
」
が
銀
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

令
和
3
年
10
月
26
日
に
J
R
四
国
・

四
国
家
連
携
部
長
大
熊
様
よ
り
表
彰
状

の
授
与
及
び
野
地
学
長
へ
の
報
告
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
成
果
発
表
が
行
わ
れ
た
8
つ
の

プ
ラ
ン
は
、2
0
2
2
年
1
月
に
J
R

四
国
か
ら
発
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。

令
和
3
年
度 

第
6
回
全
学
同
窓
会

﹁
び
ざ
ん
会
﹂を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
し
ま
し
た

10
月
30
日
に
全
学
同
窓
会
「
び
ざ

ん
会
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
し

ま
し
た
。

大
学
の
お
知
ら
せ
と
し
て
徳
島
大
学

産
業
院
教
育
・
経
営
支
援
部
門
の
北
岡 

和
義 

部
門
長
か
ら
、「
徳
島
大
学
産
業

院
の
起
業
家
教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
研
究
者
活
動
報
告
と
し
て
、

大
学
院
社
会
産
業
理
工
学
研
究
部
社
会

総
合
科
学
域
・
人
と
地
域
共
創
セ
ン

タ
ー
の
田
中 

佳 

准
教
授
か
ら
「
徳
島

県
内
の
医
療
機
関
に
お
け
る
ホ
ス
ピ
タ

ル
ア
ー
ト
制
作
の
取
り
組
み
」
に
関
す

る
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

学
生
活
動
報
告
と
し
て
、
徳
島
大
学
総

合
科
学
部
の
北
野 

真
帆
さ
ん
（
4
年
）、

原
田 

雪
華
さ
ん
（
4
年
）、
三
浦 

栞
さ

ん
（
3
年
）、
七
條 

菜
摘
さ
ん
（
3
年
）、

元
木 

春
伽
さ
ん
（
3
年
）
か
ら
「
食
べ

る
鳥
獣
害
対
策
に
向
け
た
狩
猟
サ
ー
ク

ル
の
挑
戦
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
定
期
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て

実
施
す
る
予
定
で
す
。 

　

多
世
代
に
対
す
る
心
疾
患
の
発
症
及

び
重
症
化
予
防
対
策
に
関
す
る
産
学

官
連
携
協
定
を
締
結

11
月
10
日
に
徳
島
県
（
飯
泉
嘉
門
知

事
）、
徳
島
大
学
（
野
地
澄
晴
学
長
）
及

び
ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
フ
ァ
ー
マ
株
式
会
社

（
レ
オ
・
リ
ー
代
表
取
締
役
社
長
）
は
、

多
世
代
に
対
す
る
心
疾
患
の
発
症
及
び

重
症
化
予
防
対
策
を
通
じ
て
、
徳
島
県

民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
産
学
官
連
携
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
徳
島
県
、
徳

島
大
学
、ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
フ
ァ
ー
マ
が
、

徳
島
県
が
定
め
る
「
循
環
器
対
策
推
進

基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
次
の
3
点
を

目
標
と
し
、
相
互
に
連
携
及
び
協
力
す

る
も
の
で
、
心
疾
患
に
つ
な
が
る
糖
尿

病
等
の
生
活
習
慣
病
対
策
、
心
疾
患
の

重
症
化
や
再
発
防
止
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

① 

多
世
代
に
わ
た
る
心
疾
患
予
防

② 

脂
質
異
常
、
糖
尿
病
等
の
心
疾
患

に
つ
な
が
る
生
活
習
慣
病
か
ら
の
心
疾

患
予
防

③ 

心
疾
患
の
重
症
化
及
び
再
発
予
防

四
国
人
財
育
成
塾
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

﹁
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い

て
﹂を
開
催
し
ま
し
た

　
本
学
を
含
む
四
国
の
5
国
立
大
学
法

人
（
鳴
門
教
育
大
学
、
香
川
大
学
、
愛
媛

大
学
、
高
知
大
学
及
び
徳
島
大
学
）
は
、

令
和
3
年
3
月
に
一
般
社
団
法
人
四
国

地
域
大
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構
を
設
立

し
、
人
材
育
成
の
充
実
、
研
究
の
活
性

化
、
社
会
連
携
の
推
進
の
た
め
の
事
業

展
開
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
令
和
3
年
12
月
2
日
に
、
同

機
構
と
本
学
と
の
共
催
に
よ
り
、
「
四

国
人
財
育
成
塾
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て

開
催
し
ま
し
た
。
大
学
教
職
員
だ
け
で

な
く
、
学
生
や
企
業
の
方
を
含
め
、
約

1
0
0
名
の
方
に
聴
講
い
た
だ
き
ま

し
た
。

「
四
国
人
財
育
成
塾
」
は
、
様
々
な
社

会
課
題
に
対
応
で
き
る
「
人
財
」
の
育

成
を
目
指
す
も
の
で
、
今
回
の
テ
ー
マ

を
「
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
起

業
家
精
神
）
」
と
し
て
、
第
1
部
に
は

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
教
授
ト
ム
・
バ

イ
ヤ
ー
ズ
氏
の
基
調
講
演
、
第
2
部
に

は
徳
島
県
出
身
で
株
式
会
社
メ
デ
ィ
ア

ド
ゥ
代
表
取
締
役
社
長
C
E
O
の
藤

田
恭
嗣
氏
の
ご
講
演
、
第
3
部
に
は

「
四
国
か
ら
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
を
生

み
出
す
た
め
に
は
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
藤
田
氏
と
四
国
の
5
国
立
大
学
の

教
員
で
各
大
学
で
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
の
取
組
等
に
つ
い
て

紹
介
及
び
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

徳
島
大
学
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム﹁
エ

シ
カ
ル
消
費
の
普
及
に
向
け
て
﹂を

開
催
し
ま
し
た

世
界
的
戦
略
課
題
で
あ
る
S
D
G
s

の
17
の
ゴ
ー
ル
の
う
ち
、（
12.
つ
く
る

責
任 

つ
か
う
責
任
）
で
あ
る
「
エ
シ
カ

ル
（
倫
理
的
）
消
費
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
エ
シ
カ
ル
消

費
の
普
及
に
向
け
て
」
を
令
和
3
年
12

月
18
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、
株
式
会
社
グ
ッ
ド

テ
ー
ブ
ル
ズ
　
山
本 

謙
治 

代
表
取
締

役
社
長
に
、
「
日
本
に
エ
シ
カ
ル
消
費

は
根
付
く
の
か
!?
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

徳
島
大
学
大
学
院
社
会
産
業
理
工
学
研

究
部
の
鎌
田
磨
人
教
授
、
と
く
し
ま

S
D
G
s
未
来
会
議
の
加
渡
い
づ
み

代
表
、
消
費
者
庁
新
未
来
創
造
戦
略
本

部
の
丸
山 
明
音
氏
、
徳
島
大
学
大
学

院
の
佐
藤
萌
さ
ん
、
四
国
大
学
学
生
の

湯
佐
光
希
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
シ
カ

ル
消
費
に
関
す
る
取
組
を
紹
介
し
ま
し

た
。
続
い
て
、
山
本
氏
も
加
わ
っ
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
様
子
は
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
徳
島
に
て
、令
和
4
年
1
月

22
日（
土
）、23
日（
日
）、29
日（
土
）、30

日（
日
）に
そ
れ
ぞ
れ
15
時
か
ら
放
映

予
定
で
す
。
ま
た
、テ
レ
ビ
ト
ク
シ
マ
及

び
本
学Youtube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
配

信
予
定
で
す
の
で
、徳
島
県
外
の
方
や

放
送
を
見
逃
し
て
し
ま
っ
た
方
で
も
い

つ
で
も
ご
視
聴
い
た
だ
け
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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Q　

夏
号
、
秋
号
楽
し
く
読
ま
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
今
年
度
入
学
し
た
親

で
す
が
、
徳
島
で
一
人
暮
ら
し
て
い
る

子
ど
も
の
様
子
が
な
か
な
か
わ
か
ら
な

く
て
不
安
で
し
た
が
、
こ
の
冊
子
を
読

ん
で
学
生
た
ち
の
様
子
が
見
え
て
う
れ

し
い
で
す
。
子
ど
も
が
入
学
す
る
こ
と

が
な
け
れ
ば
き
っ
と
四
国
の
こ
と
も
徳

島
の
こ
と
も
知
ら
な
い
ま
ま
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
今
、
ニ
ュ
ー
ス
の
天
気
予

報
も
自
分
の
住
ん
で
い
る
東
海
地
方
の

次
に
四
国
の
天
気
も
思
わ
ず
見
て
し
ま

い
ま
す
。
子
ど
も
が
大
学
生
の
う
ち
に

阿
波
踊
り
が
開
催
さ
れ
、
見
に
行
け
る

と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
職
域
接

種
で
早
い
時
期
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
す

る
こ
と
が
で
き
、
我
が
家
で
は
一
番
早

か
っ
た
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、

コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
い
て
い
る
の
で
、
た

く
さ
ん
友
人
を
作
っ
て
、
学
生
生
活
を

謳
歌
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

A
　
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
遠
く
東
海
地
方
か
ら
徳
島
の
生
活

を
想
う
親
心
に
少
し
で
も
お
役
に
た
て

た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
徳
島
大

学
は
全
国
の
大
学
に
先
駆
け
て
ワ
ク
チ

ン
の
大
学
拠
点
接
種
の
機
会
を
提
供
で

き
ま
し
た
。
現
在
で
は
キ
ャ
ン
パ
ス
に

も
学
生
の
姿
が
戻
り
少
し
落
ち
着
き
を

見
せ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
他
方
で

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
高
ワ
ク
チ
ン
接
種
率

の
国
家
で
あ
っ
て
も
再
び
感
染
拡
大
の

様
相
を
み
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
先

も
新
た
な
変
異
株
が
蔓
延
す
る
可
能
性

も
あ
り
、
徳
島
大
学
と
し
て
気
を
引
き

締
め
な
が
ら
全
力
で
安
心
で
き
る
サ

ポ
ー
ト
と
情
報
配
信
を
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

Q

　

は
じ
め
て
徳
大
広
報
を
見
ま
し

た
。
徳
島
大
学
の
学
生
支
援
、
色
々
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ま

ん
ぷ
く
の
食
料
支
援
以
外
に
も
フ
ー
ド

バ
ン
ク
も
活
動
さ
れ
て
い
る
と
は
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
入
学
式

も
リ
モ
ー
ト
で
、
行
事
も
な
く
、
授
業

も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で

対
面
が
少
な
く
、
友
達
作
り
も
苦
戦
し

て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

A
　

1
0
0
年
に
一
度
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
と
い
う
有
事
の
状
況
に
お
い
て
、
私

た
ち
は
学
生
の
み
な
さ
ん
の
安
全
を
確

保
し
、
最
大
限
の
学
習
の
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
を
重
要
視
し
て
い
ま
す
。
特

に
長
期
に
わ
た
る
自
粛
環
境
で
は
心
の

支
え
が
必
要
で
す
。
常
に
寄
り
添
っ
て

い
た
だ
け
る
ご
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
に
適

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
徳
島
大

学
と
し
て
も
一
人
一
人
の
学
生
の
環
境

や
心
情
に
配
慮
し
な
が
ら
高
い
研
究
と

教
育
の
質
を
担
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
ど
う
ぞ
温
か
い
ご
支
援
を
賜

れ
ば
幸
い
で
す
。

Q
　

毎
号
、
我
が
子
が
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
大
学
の
現
状
が
わ
か
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
少
額
で
す

が
、
寄
付
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

各
界
で
活
躍
し
て
い
る
先
輩
の
紹
介
又

後
輩
へ
の
エ
ー
ル
の
よ
う
な
記
事
が
多

く
な
る
と
現
役
生
な
ど
も
含
め
て
勇
気

づ
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

A
　
大
変
な
お
心
遣
い
を
い
た
だ
き

ご
厚
情
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
徳

島
大
学
で
の
活
動
の
成
果
を
卒
業
後

に
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
よ
う
な
記
事

が
あ
っ
て
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
は
直
接

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
越
し
い
た
だ
い
て

授
業
に
参
加
し
て
も
ら
う
、
ま
た
今

の
時
代
で
す
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
卒
業
後
の
仕
事
の
状
況

な
ど
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
う
よ
う

な
活
動
が
よ
り
増
え
て
い
く
と
現
役

生
を
勇
気
づ
け
ら
れ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
大
変
良
い
ご
指
摘
を
い
た
だ

き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
ぞ
引

き
続
き
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Q　

も
っ
と
学
生
生
活
（
授
業
風
景
、

校
内
の
様
子
、学
食
や
生
協
に
つ
い
て
）

を
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
で
す
。
も
っ
と

学
生
の
実
態
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
思

う
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
遠
方
に
い
る
と
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
校
内
の
春
夏
秋
冬
の
景
色
も
見
て

み
た
い
で
す
。
サ
ー
ク
ル
を
た
く
さ
ん

紹
介
す
る
特
集
号
と
か
あ
れ
ば
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。（
学
生
も
サ
ー
ク
ル
情

報
を
得
づ
ら
い
状
況
だ
と
思
う
の
で
）
次

号
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

A
　
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
授
業
風
景
や
学
生
の
生
活
の
様
子

を
取
材
す
る
の
に
大
変
苦
労
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
少
し
キ
ャ
ン
パ

ス
に
も
学
生
が
戻
っ
て
き
て
い
る
状
況

で
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
安
心
を
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
よ
り
学
生
の
生

活
や
実
態
が
伝
わ
る
よ
う
な
記
事
を
作

成
す
る
よ
う
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

Twitter Face bookInstagram

徳島大学のSNS
徳島大学では、SNS（Twitter、Instagram、Facebook、YouTube）でも大
学のニュース、イベント情報など、広く発信しております。特に2021年から開
始したTwitter、Instagramでは、普段、大学ホームページでは発信しないよ
うな身近なニュース、学生の活動も発信していますので、ぜひチェックしてみ
てください。

   
徳
島
大
学
の
広
報
紹
介

 
徳
島
大
学
広
報
番
組

「
徳
島
大
学
っ
て
ど
ん
な
と
こ
?
」絶
賛
放
送
中

徳
島
大
学
の
特
色
あ
る
研
究
や
取
り
組
み
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
楽
し
み
な
が
ら
見
て
い
た
だ
け
る
テ
レ
ビ
番
組
を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
徳
島
株
式
会
社
と
共
同
制
作
し
、
2
0
2
1
年
7
月
よ
り
毎
月
放
送
し
て
い
ま
す
（
全
9
回
を
放
送
予
定
）
。
本
学Youtube

チ
ャ

ン
ネ
ル
（
下
記
「
徳
島
大
学
の
S
N
S
」
参
照
）
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
徳
島
県
外
の
方
や
放
送
を
見
逃
し
て
し
ま
っ
た
方
で
も

い
つ
で
も
ご
視
聴
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第1回　

学生インタビュー 野地学長に聞く
徳島大学長   野地 澄晴

第3回　

アスリートも救う世界最先端の
腰痛手術を実践するドクター
大学院医歯薬学研究部 教授   西良 浩一

第5回　

最先端のゲノム編集で社会を変える
先端酵素学研究所 教授   竹本 龍也

第2回

徳島大学発ベンチャー企業の
取り組み ～食用コオロギが世界を救う～

バイオイノベーション研究所 助教   渡邉 崇人

第4回

見えない光で未来を切り拓く
ポストLEDフォトニクス研究所 所長   安井 武史

第6回

徳大発！ 空飛ぶ車の開発
大学院社会産業理工学研究部 准教授  三輪 昌史
高等教育研究センター 助教   山中 健二
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2
0
1
6
年
4
月
に
学
長
に
就
任

し
、
2
0
2
2
年
3
月
の
任
期
ま
で
、

残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
2
0
1
6
年
か
ら
現

在
ま
で
の
徳
島
大
学
の
過
去
と
、
今
後

の
こ
と
に
つ
い
て
、
少
し
主
観
的
な
思

い
を
書
い
て
お
き
ま
す
。

運
営
費
交
付
金
の
削
減
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

2
0
0
4
年
に
国
立
大
学
は
法
人

化
し
、
そ
の
時
か
ら
運
営
費
交
付
金
が

1.
2
%
（
こ
れ
は
効
率
化
係
数
と
呼

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
豊
か
に
な
る
方
法

と
し
て
、
全
く
新
し
い
方
法
を
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
大
学
の

経
営
に
携
わ
る
ま
で
科
学
関
係
の
論
文

し
か
読
ん
で
こ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

経
営
や
そ
れ
に
関
す
る
本
を
多
く
読
み
、

対
策
を
考
え
ま
し
た
。
多
く
の
本
の
中

で
、「
こ
れ
だ
」
と
思
っ
た
の
が
、
ピ
ー

タ
ー
・
デ
ィ
ア
マ
ン
デ
ィ
ス
博
士
の

書
い
た
「
B
o
l
d
（
日
経
B
P
）」

で
し
た
。
著
者
は
、
医
学
博
士
で
あ
り
、

米
国
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
シ
ン
ギ
ュ
ラ

リ
テ
ィ
大
学
を
創
設
し
た
実
業
家
で
す
。

こ
の
よ
う
な
本
な
ど
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得

て
、
徳
島
大
学
改
革
プ
ラ
ン
と
し
て
、

次
の
4
つ
の
対
策
を
行
い
ま
し
た
。

①
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
構

築
（
2
0
1
6
年
度
）、
②
大
学
産
業

院
の
創
設
（
2
0
1
9
年
度
）、
③
産

学
連
携
フ
ァ
ン
ド
の
創
設
（
2
0
2
0

年
度
）
を
行
い
、
さ
ら
に 

④
産
学
共
創

拠
点
と
な
る
「
共
創
の
場
」
を
実
質
的

な
場
に
す
る
施
設
を
設
置
し
、
企
業
と

連
携
し
収
益
を
あ
げ
る
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
予
定
で
す
。
得
ら
れ
た
資
金
に

よ
り
、
基
礎
研
究
を
さ
ら
に
支
援
す
る

構
想
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

ポ
ス
ト
L
E
D
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
研
究

所
、
バ
イ
オ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
、

徳
島
国
際
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
所
の
新
設

な
ど
、
徳
島
大
学
の
研
究
力
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
創
立
70
周
年
記
念
事
業

ば
れ
て
い
ま
す
）、
約
1
億
円
が
毎
年
削

減
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
私
が
学
長
に
就

任
し
た
2
0
1
6
年
4
月
の
大
学
の

経
営
状
況
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
で
し

た
。
運
営
費
交
付
金
の
削
減
は
大
学
を

疲
弊
さ
せ
、
日
本
の
科
学
技
術
の
レ
ベ

ル
低
下
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
は
明

白
で
す
。
少
子
高
齢
化
が
進
む
借
金
大

国
の
日
本
に
お
い
て
、
運
営
費
交
付
金

が
今
後
増
加
す
る
こ
と
は
期
待
で
き
ま

せ
ん
。
で
は
ど
の
よ
う
に
こ
の
状
況
を

改
善
で
き
る
の
か
？
こ
れ
は
、
就
任
以

来
の
私
の
最
も
大
き
な
課
題
で
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
2
年
近
く
は
新
型
コ

に
よ
る
徳
島
大
学
基
金
の
充
実
や
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
寄
附
金

の
拡
充
に
も
務
め
て
き
ま
し
た
。
　
　

徳
島
大
学
の
未
来
へ
の
課
題

こ
の
6
年
間
、
大
学
の
経
営
を
維
持

し
つ
つ
更
な
る
教
育
・
研
究
の
発
展
及

び
地
域
貢
献
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
成
果
が
見
え
て
く
る
に
は
少
し
時

間
が
か
か
り
ま
す
が
、
今
後
も
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
（
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
市
場
開
拓
す
る

事
業
）
の
創
出
に
適
し
た
環
境
を
形
成

し
、
さ
ら
に
徳
島
大
学
が
発
展
す
る
よ

う
積
極
的
な
取
組
を
推
進
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大

学
の
研
究
を
担
う
博
士
課
程
の
学
生
へ

の
支
援
の
充
実
や
、
大
学
の
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
の
拡
大
、
横
断
型
組
織
や
若
手

研
究
者
の
独
立
し
た
研
究
が
可
能
な
体

制
作
り
な
ど
に
力
を
注
い
で
い
く
必
要

が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
6
年
間
、

大
学
の
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

徳
島
大
学
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ

い
た
保
護
者
の
方
々
、
地
域
の
方
々
に

も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
引
き

続
き
、
本
学
の
活
動
を
ご
支
援
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
と

い
う
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
発
生
し
、
キ
ャ

ン
パ
ス
の
状
況
が
一
変
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
講
義
な
ど
が
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

と
な
り
、
特
に
、
1
年
生
、
2
年
生
は
、

大
学
に
入
学
し
て
か
ら
こ
れ
ま
で
ず
っ

と
そ
の
状
態
で
す
。
今
は
、
少
し
緩
和

し
て
い
ま
す
が
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
出

現
に
よ
り
今
後
ど
う
な
る
か
も
読
め
ま

せ
ん
。
教
職
員
は
こ
の
よ
う
な
試
練
の

中
で
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
展
開
し
、

対
面
で
の
指
導
の
た
め
に
感
染
対
策
を

徹
底
し
て
、
教
育
活
動
を
維
持
継
続

す
べ
く
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
病
院
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
の
受
け

入
れ
や
県
の
感
染
対
策
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
も
、

教
育
・
研
究
、
医
療
の
質
を
低
下
さ
せ

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
、
教
職
員
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
努
力
し
て
い
ま
す
。

ム
ー
ン
シ
ョッ
ト
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
と

大
学
改
革

徳
島
大
学
の
理
念
を
実
現
す
る
た

め
、
私
な
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、「
地

域
か
ら
世
界
の
課
題
を
解
決
し
、
最
も

豊
か
な
大
学
に
な
る
」
と
決
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
マ
イ
ン
ド

セ
ッ
ト
、
つ
ま
り
壮
大
な
目
標
を
持
つ

こ
と
の
重
要
さ
を
知
り
、
掲
げ
た
も
の

で
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
他
の
大

学
が
10
%
の
成
長
を
追
求
し
て
い
る

と
き
に
、
10
倍
の
成
長
を
目
指
す
こ
と

に
し
ま
し
た
。
10
倍
の
成
長
を
目
指
す

と
、
何
か
を
根
本
的
に
変
え
る
必
要
が

あ
り
、
問
題
解
決
の
た
め
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
全
く
違
う
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

国
立
大
学
法
人
は
税
金
に
よ
り
運
営

が
成
立
し
て
い
る
た
め
、
営
利
活
動
は

徳
島
大
学
の

過
去
と
未
来

6
年
間
を
振
り
返
っ
て

徳
島
大
学
長  

野
地 

澄
晴 

（
の
じ 

す
み
は
れ
）

クラウドファンディング
（Otsucle）の詳細はこちら

産学連携ファンド
（産学連携キャピタル）の詳細はこちら

徳島大学産業院の
詳細はこちら

2016年4月 徳島大学入学式2019年4月 人と地域共創センター開所式2019年8月 阿波踊り

2018年11月 若手研究者学長表彰式2021年3月 徳島大学卒業式2021年6月 広報番組「徳島大学ってどんなとこ？」
学長インタビュー




